






ʮڭ育࣮ફڀݚจूʯୈ��߸のൃץにͤدて

ެӹஂࡒ๏ਓ ຊ教ҭެһࡁ߂ձ千葉ࢧ෦

େ　　誠　࢘

教৬һのօ༷ʹɺࠒΑりʢެࡒʣຊ教ҭެһࡁ߂ձ千葉ࢧ෦ʢ千葉教߂ʣのॾۀࣄʹਂ͍
͝ཧղと͝ࢧԉを͍た͍ͩており·͢͜とʹɺ৺Αりँײਃし্͛·͢ɻ·たɺଟ͘のํʹ教߂のझࢫ
ʹʯݥอ߂ಉ͍た͖ͩɺʮ教ࢍ͝ʹ ͝Ճೖ͍たͩ͘͜とͰ教ҭৼۀࣄڵを͡Ίと͢Δࢧ෦のॾ͕ۀࣄ
をਃし্͛·͢ɻྱޚͰ͖ており·͢͜とɺॏͶてࢪ࣮
͞てɺࢧ෦のʮ教ҭ࣮ફڀݚจʯื ू̍̓̒̕年ʢত５̍年ʣʹελʔτしɺຊ年Ͱ̐̔ճ
をܴ͑·したɻ
ʮ教ҭ࣮ફڀݚจʯื ͳபの一ͭͰ͋りɺͦࣄのେۀࣄڵ෦の教ҭৼࢧɺۀࣄू のతɺࣇಐ
生ెの教ҭɺਓとしてのʹدりఴ͍ɺྗとݚᮎʹΊΔ教৬һの教ҭ࣮ફとڀݚҙཉをྭ͢Δ
͜とʹ͋り·͢ɻͦ してɺͦ の࣮ફのதͰɺࢠͲたͪ ʮ͕Ͱ͖たʂʯʮΘ͔ͬたʂʯと͍͏تͼを࣮ײしɺ
して͍ͦ࢟͘͜ɺʮ࠷ऴडӹऀࢠͲたͪʯと͍͏ࢲたͪ教߂ɾ千葉教߂のཧ೦の۩ݱԽʹ
ͭͳ͕ͬて͍͘のと͑ߟており·͢ɻ教߂จを県のଟ͘のํʹಡΜͰ͍た͖ͩɺ一ਓͰଟ͘の
ํʹʑの࣮ફ等ʹ活༻して͍たͩけΔ͜とをͬئて͍·͢ɻ
͘ଓ͍たίϩφՒの̏年間ɺ͜ Ε·Ͱݧܦした͜とのͳ͍ঢ়گのରԠをഭΒΕた͜と͔Βɺ
͜の間*$̩の活༻等ʹ取り組Μ͕ͩྫࣄଟ͘հ͞Ε·したɻࠔͳঢ়گのதͰࣇಐ生ెʹدり
ఴ͍ɺͰ͖Δ͜とͳ͍͔とܙをͬߜた教৬һのνϟϨンδ͔Βɺଟ͘の͢Βし͍࣮ફ͕生·Εた
のͩと͍ࢥ·͢ɻίϩφの５ྨҠޙߦɺ*$̩の活༻等のࠓతͳ՝の取り組みͪΖΜの͜とɺ
ࣗ校のࣇಐ生ెの࣮ଶを౿·͑ɺΑりΑ͘͢Δ࢟を͍ٻΊたʑの教ҭ࣮ફ͕ଟͤ͘دΒΕ·
したɻ教߂の教ҭ࣮ફڀݚจɺࢠͲたͪ学校ɺ地域の࣮ଶʹଈしɺٻΊΔࣇಐ生 ɾె学校ɾ教৬һ
の࢟ʹഭΖ͏と͢Δ࣮ફのத͔Β生·ΕたݟͰ͋Δ͜とʹେ͖ͳՁ͕͋Δと৴͡て͍·͢ɻ
年ɺ͢ࠓ ての校छ͔Βɺ学校෦̎̐ຊɺݸਓɾάϧʔϓ෦̎５ຊɺ߹̐̕ܭຊのԠืを͍た͖ͩ
·したɻશମͰ̔ຊの૿ʹͳりɺগしͣͭ教߂จのืू͕·ͬて͖た͔ͳと͡ײて͍Δと͜Ζ
Ͱ͢ɻ
の௨り֤͕ܾఆし·したɻೖ͞Εたօ༷ʹ৺Αりおॕ͍をਃし্͛ܝਖ਼ͳ৹ࠪの結Ռɺผݫ
·͢ɻ·たɺࠓճೖ͞Εͳ͔ͬたօ༷ʹお͔Ε·してɺҾ͖ଓ͖ڀݚをਂΊΒΕɺͦ のՌをʑの
࣮ફʹ活͔して͍た͖ͩた͍と͍ࢥ·͢ɻ
ɻ県の教৬һ͢·͍ࢥと໋ͩͲたͪをҭΉ͜と教ҭʹؔΘΔऀ͢てのࢠを生͖ൈ͘لੈ̍̎
のօ༷͕ɺຊ͞ࡌܝʹࢠΕた࣮ફڀݚのՌをʑの教ҭʹ立てて͍たͩけΕɺ͜ のۀࣄ
େ͖ͳՌを্͛Δ͜とʹͳりɺ͜ ΕʹউΔتͼ͋り·ͤΜɻ
千葉教߂ɺʮ࠷ऴडӹऀࢠͲたͪʯと͍͏教߂のཧ೦のとɺࣇಐ生ెの学ͼ͍ͮ͘͢ڥり
学校教ҭのࢧԉͳͲɺ教ҭৼۀࣄڵのॆ࣮ʹਚྗして·͍り·͢ɻޙࠓɺଟ͘の教৬һのօ༷ʹ
ʮ教߂ձһʯʹ ͳͬて͍た͖ͩɺҾ͖ଓ͖͝ࢧԉをࣀり·͢Α͏お͍ئਃし্͛·͢ɻ
චͳ͕Βɺ͜ の間ɺ৹ࠪҕһとして͝ࢦಋを͍た͍ͩた千葉県૯߹教ҭηンλʔॴ��ञҪ一༷
を͡Ί֤৹ࠪҕһのઌ生ํɺ͞ Βʹจをお͍ͤدた͍ͩた͢てのํʹँײをਃし্͛·してɺ
とͤ͞て͍た͖ͩ·͢ɻࡰ಄のѫר
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৹ࠪҕһ　千葉県૯߹教ҭηンλʔ

人生をしなやかに切り拓き、
ちばの未来をつくる子供たちの育成を目指して

酒　井　誠　一ॴ�

一ਓ一ਓの๛͔Ͱͤͳਓ生とࣾձの࣋ଓతͳൃలʹけて教ҭのՌたׂ͕͢ۃΊてॏཁとͳΔ
தɺޙࠓの千葉県教ҭʹؔ͢Δجຊతͳܭըとしてɺྩ ̓年をॳ年と͢Δʮୈ̐ظ千葉県教ҭৼڵ
けɺ༗ࣝऀձ͕ٞ։͔Εɺٞʹఆࡦըʯのܭຊج ͞Εて͍·͢ɻ͢ ͰʹɺମܥҊࣔ͞Εておりɺ��年
しɺࣗشൃʹݶେ࠷て͍Δྗをͬ࣋ΔたΊʹɺʮ一ਓ一ਓ͕͢ݱʯを࣮࢟͢ࢦのʮ千葉県教ҭのޙ Βし͘
活༂Ͱ͖Δ教ҭをࢦしてʯをجຊཧ೦ʹ͛ܝɺ۩ମతʹ取組をਐΊて͍͘͜とʹͳΔ༧ఆͰ͢ɻܭը
શମのࡦࢪをԣஅతʹଊ͑Δࢹとしてɺଟ༷ੑのଚॏ学校ɾ地域ɾࣾ ձのΣϧϏʔΠンάの࣮ݱɺ
教ҭσδλϧτランεϑΥʔϝʔγϣンʢ̙̭ʣのਪਐɺۀ࢈と教ҭの࿈ܞʹΑΔਓࡐҭをࣔしɺ֤ ࡦࢪ
ʹөͤ͞て͍͘͜と͕ٻΊΒΕ·͢ɻ
ਓɾάϧʔϓ෦ʹ��のԠื͕͋り·した͕ɺ͜ݸ年ɺ学校෦ʹ��ɺࠓ ͏したࢹͰみてɺͲの
༏लを࠷ΒΕ·したɻಛʹ学校෦Ͱݟਾ͑たૉΒし͍༰͕ଟ͘ݟફจ千葉のະདྷを࣮ڀݚ
डした࣮ફɺઐ教Պʮྲྀ௨ɾαʔϏεʯの৽たͳ学श活動のఏҊとしてɺύʔτφʔγοϓۀاとڠఆ
をక結しɺ校ίンϏχのӡӦを࣮ࢪして͍·͢ɻ͜ の活動を௨͡てɺ校の֤ίʔε間Ͱのަྲྀ͕活ൃ
Խしɺ生ెたͪの৽たͳ͖ͮؾओମੑのدʹ্༩して͍·͢ɻ·たɺݸਓɾάϧʔϓ෦Ͱ࠷༏ल
をडした࣮ફɺྩ ̐年の学शࢦಋཁྖվగʹͬてಋೖ͞Εたʮ૯߹తͳ୳ڀの࣌間ʯʹ お͍てɺ
生ె͕ओମతʹ活動しɺଞऀとڠಇして৽たͳՁを͢Δྗをҭ͢Δ取組Ͱ͢ɻ生ెの࣮ଶʹ
ଈした୳ڀテʔϚをఏҊしɺΧϦΩϡラϜɾϚωδϝンτのࢹを取りೖΕͳ͕Βɺ学校શମͰܥ౷త
͔ͭԣஅతʹਐΊて͍·͢ɻ͜ ΕʹΑりಘΒΕΔ教ҭޮՌʹ͍ͭてਂ͘ল͞Εて͍·͢ɻͦ のଞʹ
ɺ千葉県ɾ千葉ࢢ教һ等ҭࢦඪの৽たͳபとͳͬたʮಛผͳྀࢧԉをඞཁと͢ΔڙࢠのରԠʯ
ʮ*$5ใɾ教ҭσʔλのར活༻等ʯʹ ؔΘΔ取組ͪΖΜɺʮ地域との࿈ܞɾڠಇʯʮ45&".
教ҭʯͳͲɺࡏݱの教ҭ՝ʹ取り組ΜͩڀݚଟݟΒΕ·したɻ͞ Βʹɺྩ のຊܕ学校教ҭのப
ʹͳͬて͍Δʮݸผ࠷దͳ学ͼʯとʮڠಇతͳ学ͼʯを࣮ફʹམとしࠐΜͩڀݚݟΒΕɺ࣮ ફʹけた
۩ମతͳをͤ͑͞ߟΔ༰͕りࠐ·Εて͍·したɻ༏ྑྭをडした࣮ફͪΖΜɺ
Ԡื͞Εた͢ての࣮ફڀݚͰૉΒし͍Ռ্͕͕ͬて͍·͢ɻ
ྩ̒年݄̔ɺதԝ教ҭ৹ٞձʮh ྩのຊܕ学校教ҭ をɦ୲͏࣭の高͍教ࢣの֬อのたΊのڥ
උʹؔ͢Δ૯߹తͳํࡦʹ͍ͭてʯをਃし·したɻʮྩのຊܕ学校教ҭʯを୲͏教ٴࢣͼ教৬һ
ूஂの࢟としてɺ教ࢣɺਸ高ͳ໋を֮ࣗしɺઈ͑ͣڀݚとमཆ͕ٻΊΒΕΔ学ͼの高ઐ৬Ͱ
͋りɺ教৬生֔を௨͡て学ͼଓけΒΕΔΑ͏ʹして͍͘͜と͕ඞཁとࣔ͞Εて͍·͢ɻޙࠓɺઌ生ํ
学校 ʮ͕ڙࢠたͪ教৬һのたΊʹʯと͍͏ࢹをେʹしɺ࣮ ફʹࠜࠩしたڀݚをԠืしてͩ͘͞Δ
͜とをظして͍·͢ɻ
結ͼʹɺ教ҭ࣮ફจをืू͞Ε·したެӹஂࡒ๏ਓຊ教ҭެһࡁ߂ձ千葉ࢧ෦༷の͖ʹΘたΔ
取組ʹܟҙをද͢Δととʹɺ͜ ΕΒのจのීٴʹΑりɺଟ͘の学校ઌ生ํ͕จूをखʹ取りɺ
࣮ફして͍͘͜と͕ɺਓ生をしͳ͔ʹり͖ɺͪ のະདྷをͭ͘Δڙࢠたͪのҭʹͭͳ͕Δ͜とを
೦して͍͋͞ف ʢͭߨධʣと͍たし·͢ɻ
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ʕ 　　࣍ ʕ

͋ ͍ ͞ ͭ
　ެӹஂࡒ๏ਓ ຊ教ҭެһࡁ߂ձ千葉ࢧ෦ ෦ࢧ େ　࢘
　৹ࠪҕһ 千葉県૯߹教ҭηンλʔ ॴ ञҪ　一

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ

৹ ࠪ ҕ һ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ

ʬ࠷ ༏ ल ʭ
部門ߍֶ
ઐ教Պʮྲྀ௨ɾαʔϏεʯཧʹおけΔ৽たͳ学श活動のఏҊ
～ύʔτφʔγοϓۀاɺٴͼଞίʔεとڠಇした学शʮ校ίンϏχ 4NJMF.BSUʯ～

千葉県立ಛผࢧԉ学校ࢢ川େ高等学Ԃ　校　খ　ࢠژ ʜʜ �

ࢢ立٢খ学校　校　ࡾ浦　ࢠو ʜʜ ��

生活ՊɾࣾձՊʹおけΔతোಛผࢧԉ学校̍ 年̎間のʮ学෦間ܥ౷ੑʯ ΑʹΔਂ͍学ͼの࣮ݱ
～ࣗΒݥةをஅし҆શɾ҆৺ʹա͢͝たΊのྗのҭをࢦして～

千葉県立߳取ಛผࢧԉ学校　校　ଜࢁ　 ʜʜ ��

個人・グループ部門
Խܥ活動のମڀ教ҭத৺の૯߹学Պ校ʹおけΔ୳ۀ࢈

�

�

個人・グループ部門
ߟ࠶σβΠンのۀՊʹおけΔतࢉ
～ղܾྗとૅج学ྗの্をࢦして～

দࢢށ立খ学校　教諭　川ވ　千ळ ʜʜ ��

地域生の一ॿをࢹʹग़͢Δྩの高校生ボランティア
～高校生と地域を結ぶボランティア活動を仕掛けた５年間の取り組みをとおして～

千葉県立袖ヶ浦高等学校　教諭　石川　陽一 ʜʜ ��

～生ె͕動తʹ୳͢ڀΔํ๏をࡧしɺ生ె͕ࣗを࣮͢ײΔ取組～
千葉県立܅੨葉高等学校　教諭　Ҫ　ஐձ ʜʜ ��

ʬ༏ ल ʭ
部門ߍֶ
ࣗΒ学ͼ͍ࢥ͑ߟを͑߹͑Δࣗ立した学शऀのҭ
～ओମతɾରతͰਂ͍学ͼのࢹ͔Βのॻ͘活動をத৺とした
～վળを௨してۀりतͮ͘ݩՊ୯ޠࠃ　　　　　　　　　　　　　　　

– 4 –



ʬ༏ ྑ ʭ
部門ߍֶ
͖͑͜ʹ͘͞の͋ΔࢠのΕのͳ͍ࢧԉମ੍のߏஙをࢦして
～学校ʹおけΔηンλʔతػの͜Ε͔Βを͑ߟΔ～

千葉県立千葉学校　校　দా　ް ʜʜ ��

ʰཧՊ教ҭʹおけΔओମతͳ学ͼの࣮ݱをࢦしてʱ
～ʮ୯ݩࣗ༝ਐ学शʢࣗ学शʣʯの༗ޮੑʹ͍ͭての一ߟ～

࢘ߒ　ޱߔ　教諭ݩ　立ୈೋத学校ࢢ川ࢢ ʜʜ ��

ཧՊɾ学Պɾඒज़ՊʹΑΔ 45&".教ҭのत࣮ۀફ
～৽たͳՁ؍をおΑͼҭΉたΊのΧϦΩϡラϜσβΠンの֬立～

ધࢢڮ立൧ࢁຬத学校　教諭 ౻　྄生
教諭 େ　ඒथ
教諭 લా　ݡ一 ʜʜ ��

個人・グループ部門

��

໋のେ͞を͑ߟΔࡂ教ҭʹ͍ͭて
～։͔Εた学校ͮ͘りҕһձを࣠としてɺՈఉ地域とのؔྗڠをங͘͜とを௨して～

千葉県立ࢢ川ಛผࢧԉ学校　校　ԣ݈࢘　ࢁ ʜʜ ��

݈͔ͳମと৺をҭみɺΑりΑ͍生活をΔ࣮ફྗをҭてΔ取り組み
～教ҭ活動をʮݟ͢ʯޮՌతʹʮͭͳ͙ʯΑ͞をʮ活͔͢ʯ活動を௨して～

生ଜ立ീੵখ学校　校　ླ　ढ़一 ʜʜ ��

学ぶ͜とをָしΉࣇಐのҭ
～ಇతͳ学ͼの一ମతͳॆ࣮を௨してڠదͳ学ͼと࠷ผݸ～

千葉ࢢ立ຊொখ学校　校　ٱอ　म ʜʜ ��

ʜʜ ��

学ͼを࣮生活ʹ生͔͢ࣇಐのҭ
～৯ҭを࣠としたΧϦΩϡラϜσβΠンを௨して～

千葉ࢢ立খখ学校　教諭　੨　େ

��ʜʜ

りํࡏௐྗをҭΉ৯ҭΧϦΩϡラϜのݾࣗ
～学शํུのࣗݾௐを௨して～

ߋࢢ立חখ学校　教諭　ࢁຊ　༟و

ʬ ྭ ʭ
部門ߍֶ
৺ཧత҆શੑ͕高͍学校ͮ͘り
～生ెɾอऀޢɾ৬һの୭͕҆৺Ͱ͖Δڥをͭ͘Δ̓ͭの࣮ફ～

ߋࢢ立ࠜؠத学校　校　தඌ　ਸ ʜʜ
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ʰ生ెたͪのΰʔϧະདྷʂʱ
～ະདྷのࣾձͰ活༂Ͱ͖Δਓࡐҭを͢ࢦたΊの学校教ҭのํੑʹ͍ͭて～

　ࢁ立ୈೋத学校　校　ਿࢢ川ࢢ ʜʜ ��

ʮ͑た͍　ॻ͍てみた͍ʯをҭΉ

ೆ૯ࢢ立ྮೆ༮ஓԂ　Ԃ　౻ຊ　խढ़ ʜʜ ��

りํࡏಋ教ࣨのࢦڃ௨োޠݴをԉॿ͢Δݱ࣮ݾಐのࣗࣇ
～ʮ͜との՝ʯをೖりޱとして͑ݟて͖たʮࠔりײʯʹணして～

ࠬࢢ立๛ӫখ学校　教諭　ߦ　ॱࢠ ʜʜ���

生ెと教৬һのओମੑҭ
～生ె教৬һのڸɺ教৬һ生ెのؑ～

ദࢢ立ञҪࠜத学校　ओװ教諭　দా　फ़ ʜʜ���

ʬՂ　࡞ʭ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ���

ະདྷࣾձのりखとͳΔたΊのྗをҭΉ学校
～ࣗののճりのੈքをม͑Δମݧを௨して～

ദࢢ立େέٰୈ一খ学校　校　ࠤ　৳໌ ʜʜ ��

個人・グループ部門
̎̌̐̌年のࣾձʹ生͖Δ࣭ࢿɾྗのҭをΊ͟して
～一ਓ一と 45&".教ҭの༥߹ʹΑΔະདྷʹけたतۀの～

千葉ࢢ立ொখ学校　校　ڮࡾ　ษ ʜʜ ��
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《優秀賞࠷》 ֶ校部門

ઐ門ڭՊʮྲྀ௨・αーϏεʯཧに͓͚る৽ͨͳֶश׆ಈのఏҊ
～ύʔτφʔγοϓۀاɺٴͼଞίʔεとڠಇした学शʮ校ίンϏχ4NJMF.BSUʯ～

খ  　 ژ 校ࢠ
千葉県立ಛผࢧԉ学校ࢢ川େ高等学Ԃ

ᶗ　͡Ίに

　本校は、平成２̐年に։校し、ྩ ̒年度で１３年

をܴえた知的障害のある生徒が通う高等部୯ಠの特

別支援学校である。「本物の働く力」「֬かな生きる力」

「地域とともに」「๛かな学校生活」をキーϫードとし

て、কདྷの社会的・職業的ࣗ立を指し、働く生活に

ඞ要なج 本を育み、๛かな生活をૹれる生徒のجૅ・

育成を図っている。

　本校流通コースは、事業ॴ（コンビニΤンスストア）

と協ఆをక݁し、生徒が運営する校内コンビニをΦー

プンした。事業ॴから協力を受けて運営する校内コン

ビニは、ڪらく日本ॳのࢼみである。

　本研究は、知的障害者をରとした特別支援学校高

等部専門学科において։ઃされる専門教科『流通・

サービス』に໌هされている指導߲『商品管理』につ

いて、校内コンビニという新たな学習活動を提案し、

そのޮՌについて考する。

ᶘ　എܠ

『流通・サービス』は、知的障害のある生徒がୈ３

産業（流通業やサービス業）へのब職増加を౿まえ࣍

て、平成１̑年度より実ࢪの学習指導要領から新ઃさ

れた専門教科である１）。それ以߱、新しく։校される

特別支援学校においては、『流通・サービス』の内༰を

取り入れている学校が多く、様々な実践が行われてき

た。その中でも『商品管理』に関する内༰については、

「ࣗ動販売機」「校内消品」「図書ࣨの書੶」「学校製

品・生産物」などの管理に関する実践が行われてきた２）

３）が、ຖ日の活動ྔを֬อすることがしく、学習活

動として取り入れている学校はগない。本校において

も、「ࣗ動販売機」の管理を行っていたが、ຖ日の活動

ྔを֬อすることがしく、今年度からഇࢭとなった。

　そこで、『商品管理』に関する学習活動を新たに֬立

することができれば、生徒の働く力をより一層高め、

可能性を広げることに繋がるのではないかと考え、本

研究に取り組むこととした。

ᶙ　的

本校の特৭を生かした『商品管理』に関する学習活

動をߏஙし、そのޮՌをূݕする。

ᶚ　༰

̍　ཧの৽ͨな学श活動ʮ校ίϯϏχʯ

（̍）本校の֓ཁ

̍）ઐ教科の学श

本校は、̐ 学科（園ٕܳज़、業ٕज़、生活デザイ

ン、流通サービス）の中に、̕ つのコース（農業、園

ܳ、、༼業、ソーイングデザイン、છ৫デザイン、

ϑードサービス、流通、ϝンテナンスサービス）をઃ

ஔしており、生徒の働く力を育むために多छ多様な学

習をల։している。

̎）本校のಛ৭ʮࢢେ൛σϡΞϧγεςϜʯ

本校は、地域１８かॴのا業とύートナーシップܖ

を݁んでおり、年間を通して専門教科の中で「学び

なが働き、働きながら学Ϳ」というԟؐ的なデϡアル

実習を行っている。

（̎）校ίϯϏχの学श活動

ύートナーシップا業（コンビニΤンスストア）の

協力をಘて、校内コンビニの活動を流通コースで立ち

上げることにした。校内コンビニの໊শは、生徒から

案をื集し࠷ऴ的に「みんなのこんびに 4NJMF.BSU」

にܾఆした。コンビニ関わる全ての人が笑顔になれる

ॴという思いを込めている。授業は、ᶃൃ書の作

成、ᶄ商品の入れ、ᶅ入ՙ、ᶆ売作り、ᶇ販売・

会計、ᶈ在庫֬ೝ、ᶉ売上ථ作成を܁り返すことで

成り立っている。

̍）ൃॻの࡞成

をܾめ、書類を作成する活動ݸ入れする商品や

である。全校生徒・教職員にアンέートを取り、ニー

ζをѲしたり、レジの取引ཤྺから商品の売れ行き

を֬ೝしたりして商品やݸをܾめ、書類を作成する。

– 7 –



̎）のೖΕ

　校内コンビニで取り扱っている品物は、ύートナー

シップا業の৯品やҿྉ、文۩などの日用品と本校

の専門教科で製作・生産している製品や生産物である。

　ύートナーシップا業の商品は、事લにൃしてい

た商品を実際にύートナーシップا業に行き、ߪ入す

る。

　専門教科の製品・生産物は、製作・生産しているそ

れͧれのコースにґཔし、提供してもらっている。

̏）ೖՙ

限のظを֬ೝする。ຯݸ入れた商品・製品の　

短い商品は、ຖ回バーコードが変ߋされるため、商品

のొ࠶を行っている。また、લ回売れっている在

庫商品・製品についてもซせて֬ೝをする。

４）ച࡞Γ

　商品・製品のஔきॴの一ཡදであるロέーション

දを見ながら商品ྻ୨に商品・製品をฒていく。

Ｐ̤Ｐ（ࡳ）もซせてஔする。おむすびは２̌度、

要ྫྷଂ商品は１̌度以Լ、ྫྷౚҿྉはʵ２̌度以Լで

管理している。

５）ൢച・ձܭ

　会計は、レジアプリとバーコードリーダーを使用し、

タブレット端末で行っている。

　１１時から１３時２̌分まで販売している。１１時

から１２時３̑分までのૣ൪と１２時３̑分から１３

時２̌分までの൪に分かれて実ࢪしている。１２時

３̑分からは本校生徒の利用でࠞࡶするため１つのレ

ジ２໊体੍、合計໊̐で実ࢪしている。

ೝ֬ݿࡏ（６

　売れった商品のݸを֬ೝする。ళฮやಓ۩のਗ਼

も実ࢪする。

̓）ച্ථ࡞成

　販売લの在庫と売上ݸ、販売後の在庫が一க

しているか֬ೝする。合ってなければ、もう一度在庫

֬ೝを行う。

（̏）εϚΠϧΞϯέʔτの࣮ࢪ

　「4NJMF.BSU」のコンηプトは関わる全ての人が笑顔

になれるॴであることから、関わった人が笑顔になっ

たかどうかをௐࠪする「スϚイルアンέート」を実

しており、生ࢪした。スϚイルアンέートは２回実ࢪ

徒・教職員をରとしたものと、地域の方をରにし

たものである。

̍）生徒・教৬һΛରにͨ͠εϚΠϧΞϯέʔτ

　校内コンビニをΦープンしてから１か݄後に実ࢪ

した。アンέートは、Φンラインアンέート作成πー

ルを使用して作成し、生徒一人１端末で回をして

もらった。回は、生徒２̐̐ （໊回率̕３．̐ ˋ）、

教職員໊̐̓（回率̐̓．̌ˋ）、計２̕１໊であっ

た。

̎）地域の方Λରとͨ͠εϚΠϧΞϯέʔτ

　校内コンビニをΦープンしてから３か݄後に実ࢪ

した。アンέートはࢴϕースで作成し、本校の校内販

売会にདྷ校してくれたお客様に回をしてもらっ

た。回は໊̐̌であった。

̎　সإΛ૿͢෦ॺの取Γ組Έ

（̍）෦ॺに͍ͭͯ

　「4NJMF.BSU」のコンηプトである関わる人の笑顔を

増やすために、ࡾつの部署を新たにઃけることにした。

つの部署は、インサイト課とϚーέテΟング課、Ӵࡾ

生管理課である。

̍）ΠϯαΠτ課

　お客様のニーζにରԠすることで笑顔を増やしてい

く課であり、チラシや営業日カレンダーの作成、お客

様のニーζをѲするためのアンέートの実ࢪなどの

活動を行う。

̎）ϚʔέςΟϯά課

　商品・製品の広報をすることで笑顔を増やしていく

課であり、製品のＰＲ動画を作成したり、商品のポス

ターを作成したりする活動を行う。

̏）Ӵ生ཧ課

　৯品やҿྉを҆全に提供することで笑顔を増やして

いく課であり、ྫྷଂショーέースやおむすびྫྷଂ庫な

どのԹ度を管理したり、ళฮやಓ۩のਗ਼を行ったり

する活動を行う。

（̎）ΠϯαΠτ課の取Γ組Έ

̍）活動༰

　チラシを作成し、ۙ ྡॅにポステΟングを行った。

チラシのߏ成は、営業カレンダー、校内コンビニの֓

要、各コース製品・生産物のհとした。各コース

製品・生産物については、生徒が各コースに取材をしに

行き、製品・生産物の画૾をࡱって作成した。

　チラシは、生徒がۙྡのॅ１ݢ１ݢポステΟング

をし、２時間で̐̑１ຕすることができた（図１）。
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図１　チラシりの様ࢠ

（̏）ϚʔέςΟϯά課の取Γ組Έ

̍）活動༰

　ࣗ分たちが他のコース製品について知ること、校֎

の方へ製品をアϐールすることを的に、ソーイング

デザインコースの製品についてＰＲ動画を作成するこ

ととした。ソーイングデザインコースに取材に行き、

ＰＲしたい製品やおすすめポイントを֬ೝした。動画

のࡱӨは、ソーイングデザインコースの生徒にも協力

をしてもらった。成した動画は、Ｃ̢ൃද会として

ソーイングデザインコースの生徒に֬ೝしてもらい、

本校が行っている̨̨̣に生徒がߘした（図２）。

図２　Ｃ̢ൃද会の様ࢠ

̎）εϚΠϧΞϯέʔτ

　ソーイングデザインコースの生徒をରに、成し

たＰＲ動画を見てもらったあとに実ࢪした。アンέー

トは、ࢴϕースで作成し、２３໊に回してもらった。

（４）Ӵ生ཧ課の取Γ組Έ

̍）活動༰

　ύートナーシップا業から本校まで商品を運ൖする

ときに使用しているデリバリーバッグ内のԹ度計ଌを

行った。要ྫྷଂ商品は、１̌度以Լで運ൖすることが

ਪされているため、バッグ内のԹ度を１̌度以Լに

อつことをඪとした。

ᶛ　݁果・考察

̍　εϚΠϧΞϯέʔτの݁果

（̍）͓٬༷（生徒ٴͼ教৬һ）

　校内コンビニを利用したことのある１໊̑̐をର

に笑顔になったかどうかをௐࠪした（図３）。１̐２໊

（̕１ˋ）の人が笑顔になったと回しており、「

客がྑかった」「ன৯がগないときにॿかる」などの意

見を多くいただいた。また、１２໊（̕ˋ）の人が

笑顔にならなかったと回しており、その理༝は、「す

͙売り切れになる」などの意見があった。

（̎）͓٬༷（地域の方）

　校内コンビニを利用したことのある１１໊をରに

笑顔になったかどうかをௐࠪした（図̐）。１１໊全員

（１̌̌ˋ）が笑顔になったと回しており、「客が

ྑかった」「笑顔が࠷高だった」などの意見をいただい

た。

（̏）ళһ（生徒）

　校内コンビニを運営している流通コースの生徒１１

໊をରに笑顔になったかどうかをௐࠪした（図̑）。

１໊̌（̕１ˋ）の生徒が笑顔になったと回して

おり、「お客様からありがとうとݴわれた」などたくさ

んのお客様と関わりをもてることやࣗ分たちがબんだ

商品をخしそうにങってくれることにتびを感じてい
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る生徒が多かった。また、１໊（̕ˋ）の生徒が笑顔

にならなかったと回しており、「レジが上खくできな

かったこと」が要Ҽであるとݴっていた。

（４）生ऀ࢈（生徒）

　ＰＲ動画を製作したソーイングデザインコースの生

徒２３໊をରに笑顔になったどうかをௐࠪした（図

̒）。２１໊（̕１ˋ）の生徒が笑顔になったと回し

ており、「ࣗ分たちが作っている製品が動画になってخ

しい」「製品がかわいくհされていた」などの意見を

いただいた。また、２໊（̕ˋ）の生徒が笑顔になら

なかったと回しており、「動画になった製品があまり

。きではない」との意見をいただいた

�（５）εϚΠϧΞϯέʔτの考察

　お客様、ళ員、生産者と校内コンビニに関わってい

る人それͧれにアンέートを取り、ׂ̕以上が笑顔に

なったと回していた。お客様のࢹから考えると小

売業の意義は、消費者がඞ要な商品をखܰにߪ入でき

るようにすることで、日ৗ生活の利便性を高めること

である。校内コンビニをΦープンすることで、この小

売業の意義がୡ成されているため、笑顔になっている

と考えられる。

　ళ員について、ࣗ分たちの行っている活動がお客様

のためになっていると実感しやすいため、笑顔になっ

ていると考えられる。生徒たちは、ࣗ分たちがൃし

た商品がඈͿように売れ、売していく様ࢠをຖ日見

ている。また、校内コンビニは、ٳみ時間に生徒ಉ࢜

でよくになっている。周りからのظや要望をฉ

くことにより、ࣗ分たちの活動がඞ要とされていると

実感し、それが笑顔につながっていると考えられる。

　生産者について、製業におけるやりがいの一つと

して、生産したものが消費者のखに渡るなど、その製

品がඞ要とされていると実感できたときである。今回

のＰＲ動画の作成は、ࣗ分たちが作った製品にスポッ

トがたったことにより、その製品がඞ要とされてい

ると感じられたからではないかと考える。

　これらのことから、校内コンビニの取り組みは、運

営をしている生徒はもちΖん、お客様や生産者として

関わっている生徒にとっても意義のある活動であると

。えるݴ

̎　෦ॺの活動

��（̍）Ӵ生ཧ課の取Γ組Έ

　Ӵ生管理課では、デリバリーバッグ内のԹ度計ଌ実

験を行った（図̓）。อྫྷݸ２ࡎをԼஈの上部にるす

ことにより、̑分でバッグ内のԹ度が̕度以Լになっ

た。デリバリーバッグは、ύートナーシップا業か

ら本校までのҠ動時間１̌分をࣨ֎で使用すること

から、ଠཅԼでのԹ度計ଌもซせて行った。計ଌ時の

気Թは２̓度であり、݁Ռは８分３̌ඵで̕度から

１３度までバッグ内のԹ度が上ঢするという݁Ռであっ

た。

　この活動を通して、生徒は要ྫྷଂ商品について１̌

度以Լで運ൖするඞ要があることを理ղすることがで

きた。今後も１̌度以Լで商品を運ൖできるように引

き続き、ݕ౼を続けていきたい。

図̓　バッグ内Թ度計ଌ

̏　校ίϯϏχ͕学校にٴ΅͢Өڹ

（̍）ϨδγεςϜ

อྫྷݸ２ࡎ

Թ度計ଌ
ηンサー部
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　校内コンビニをアンテナショップとして活用できる

ように、製品・生産物をバーコードで管理・販売する

ことにした。会計は、タブレット端末のレジアプリと

バーコードリーダーを使用して行っている。このレジ

システムを他コースとも共有することにより、今まで

アナログで処理していた会計をどのコースもデジタル

で行えるようになった。レジシステムをＩＣＴ化する

ことで、生徒は代金の計算が省略でき、釣り銭の受け

渡しや袋詰めの活動に集中して取り組むことができる

ようになった。また、教職員にとっては、売上報告を

レジアプリと連動させることにより書類作成の時間を

短縮することに繋がっている。

　また、在庫管理や生産報告についてもバーコードを

活用することにより簡略化できるので、その方法につ

いても共有できるように準備を進めていきたい。

��（̎）ίʔεؒのަྲྀ

　各コース製品・生産物を管理（バーコードの貼付）

したり、部署での活動において各コースに取材しに行っ

たりすることで、各コースとの交流が増えた。その

中でも特徴的な取り組みとして、農業コースと流通

コースがコラボレーションし、野菜の収穫を一緒に行っ

たり、ソーイングデザインコースと流通コースがコラ

ボレーションして校内コンビニで会計を一緒に行った

りした。

　農業コースと一緒に行った野菜の収穫において、流

通コースの参加した生徒からは「流通コースとは違っ

た大変さがある」「農業コースの人たちはいつもこの活

動をしていてすごい」などと実際に体験しないと分か

らない気づきがあった。授業の振り返りでは、収穫を

体験して、「より一層製品や生産物を大切に扱いたい」

という意見も出ていた。様々な人との交流や経験は、

生徒の働く力を高めるための気づきに繋がっていると

感じた。

図８　野菜の収穫体験

　校内コンビニの活動はまだまだ始まったばかりでは

あるが、他のコースと連携、協働することでその可能

性は無限大に広がっている。

ᶜ　͓ΘΓに

　今回提案した商品管理の新たな学習活動である校内

コンビニは、運営する生徒にとっても、利用する生徒・

教職員・地域の方にとっても、製品・生産物を提供す

る生徒にとっても、関わる人のほとんどを笑顔にでき

る充実した活動である。これは、校内コンビニの活動

が消費者の利便性を高めるという小売業の意義を体現

できているためであると考える。校内コンビニが小さ

な会社としての機能をもつことにより、運営する生徒

にとって責任感のある活動に繋がっているのである。

また、校内コンビニを通して生まれるチラシや製

品・生産物のＰＲ動画作りなどの活動は、一つのコー

スだけでなく周りのコースを巻き込んだものへと広

がっている。多くの人と関わりをもちながら活動できる

ことは、生徒にとっても様々な気づきを促し、働く力

を高めることに繋がると考える。

　以上のような校内コンビニがもつ特性が生徒の主体

的な行動を促し、生徒のやりたい、やってみたいとい

う気持ちを引き出している。例えば、「お客様の利用率

を上げるためにポイントカードを導入したい」「ホット

スナックの要望が多いため中華まんを導入してはどう

か」など様々な意見が出ている。これらの生徒の思い

を大切に今後も様々な活動に挑戦し、学びのサイクル

を継続していきたい。

　この活動が全国に広がり、日本中が笑顔であふれる

ことを願っている。

【参考文献】

１）文部科学省（1999）「盲学校、聾学校及び養護学

　　校教育要領・学習指導要領」高 98-101．

２）全国特別支援学校知的障害教育校長会キャリアト

　　レーニング編集委員会（2009）「キャリアトレーニ

　　ング事例集２ 事務サービス編」ジアース教育出版．

３）千葉県立特別支援学校流山高等学園（2011）『特別

　　支援教育に関する教育課程の編成等についての実

　　践研究「時代に合った新しい専門教科の取組」-

　　販売流通の充実に向けて -』平成２１年度 - 平成

　　２２年度文部科学省委託事業研究報告書 89．
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《優秀賞࠷》 個人・グループ部門

Խܥಈのମ׆ڀҭத৺の૯߹ֶՊ校に͓͚る୳ڭۀ࢈
～生ె͕動తʹ୳͢ڀΔํ๏をࡧしɺ生ె͕ࣗを࣮͢ײΔ取組～

 Ҫ 　 ஐ ձ教諭
千葉県立܅੨葉高等学校

̍　͡Ίに

　本校は立100年をえる業教育を࣠جにਾえた

総合学科設ஔ校であり、学年３クラε１２̌ਓ定һの

小ن校である。２年࣍から、業、৯、環境、土

、Ոఉ・ࢱ、ී 通の６系ྻに分かれ、生徒一ਓ一

ਓの進路・ద性に応じগਓで、ܙまれた教育環境の

中学習活動を行っている。

　学校所在地のཹٱཬ(くるり)地۠は、総ౡの中

ԝ部にҐஔし、ށߐ時のཹٱཬൡのԼொとしてӫ

えていた。๛な地Լਫにܙまれ、自Ҫށから༙き

ग़るਫは、hฏ成の໊ਫඦબ にɦબ定された。このਫを

利用したञ業、౾༗໊である。また、この

地方に自生するクϩϞジをࡐྉに作られるh Ӎ༶ࢬʱ

がݝの統的ܳに指定されている。さらにۙ年、

い֗ฒみと๛かな༙きਫ、心からアクアラインをݹ

経༝して1時間でདྷることができるこの所にັ力を

ཬのັ力を知ってらおうと活動するਓたཹٱ、じײ

ͪいる。

̎　ओ題ઃఆのཧ༝

ܠ究のഎݚ　（̍）

本校は、一࣍、ೋ࣍産業、生活産業にかかわるਓࡐ

育成にد༩する実業高校であり実習科目がଟい。立地

所やपғの評から、ೖ学ر者が年ʑݮগしてい

る。ೖ学してくる生徒は、学習方法が֬立していない、

理解力、அ力がしい、ू 中力がҡ࣋できないなͲ

の課題を࣋つ生徒がଟい。

৽学習指導要領のԼ、科目「総合的な୳究の時間」

は৽課程の大きな特৭であり、自ݾの在り方生き方を

見つめる科目であるが、本校生徒にとって必要である

のか、༗ҙٛに育むことができのるか、心配する教һ

一定いる。また、科目「総合的な୳究の時間」だ

けではなく、学校目標にԊったカリキュラムマネジメ

ントをしていく必要がある。そこで、本校生徒の実態

に合った୳究内容をఏҊし、学校全体で系統的、ԣஅ

的に取り組み、それによりಘられる教育ޮ果について

省することにした。

（̎）　的

　本研究の目的はࡾつある。

一つ目は、本校教育課程における୳究活動を֬立し、

生徒ののৎに合ったテーマ୳究を実ફし、Ͳのよう

な教育ޮ果があるかをূݕする。

　ೋつ目は、地域課題に取り組むことでͲのような教

育ޮ果があるかをূݕする。

つ目は、テーマ୳究における教科ԣஅや協働学習ࡾ　

からಘられる教育ޮ果について考する。

究Ծઆݚ　̏

本校生徒の実態にԊった体系的な୳究活動を実施す

ることで、課題を発見し、自らいを立ててその解ܾ

を目指し、ओ体性やଞ者と協働しながら৽たな価を

生みग़していく資質が育つだΖう。

究の༰ݚ　４

　各学年のओな୳究活動は࣍のとおりである。	ද̍


。を学年ごとに説໌するࡉৄ

	Ξ
　ʮࣾۀ࢈ձとਓؒʯ（̍࣍）

総合学科設ஔ校の１年࣍は、必ཤम科目h 産業社会

ද̍　学ผ探究活動
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とਓ間 がɦある。これは自分のເやద性をとに、生

き方やকདྷについて考え、２年࣍からの系ྻをܾめる

科目である。自分のద性に合った系ྻや進路をࡧす

るϓϩグラムを学年全体でల։している。Ҏલはߨ話

や系ྻ体験中心でडけの授業であったが、୳究要ૉ

を取りೖれるべく、৬業ௐべやマイライϑϓラン（自

分࢙）作成を行っている。

৬業ௐべは、関心がある৬業について２ʙ̐ਓグ

ルーϓでインλーネοトやॻ੶からใをऩूし、一ຕ

の資ྉにまとめ、発表を行う。ऩूしたใをとに

分ੳや考することはٻめない。生徒の実態に合わせ、

ௐべたことを分かりやすくਓにえることに重点をஔ

いている。

生徒は、༧Ҏ上にҙཉ的に取り組み、各クラεでな

ごやかな発表会がల։された�	図̍
�。

	Π
　̎ʮ૯߹的な探究のؒ࣌ʯ

　２年࣍の「総合的な୳究の時間」は༵の５ݶに設

定している。１１݄のम学ཱྀ行までは２学年ओを中

心に、म学ཱྀ行のࣄલ学習をల։している。ฏ・ࡂ

害ରࡦ・関からテーマを設定し、１年࣍ಉ様の୳究

活動を行った。１年࣍とൺֱすると取りֻかりがく、

発表資ྉのϨイアウト、৭いのηンεが上してお

り、カラϑルで見やすくԿをえたいかが໌֬である

（図̎）。１年࣍の学習経験が生かされているとײじた。

２年࣍後(１݄)からは、系ྻで学んだことをテー

マにして୳究活動を行う。まͣは୳究୲当教һが୳究

の֓要、目的、活動のྲྀれなͲを説໌し、࣍िから系

ྻに分かれて授業をల։する。̡ ̧̝い計６時間

のݶられた୳究活動になるため、ϛニ୳究やテーマܾ

めに重点をおくなͲ系ྻྔࡋで実施をした。

	
　̏ʮ૯߹的な探究のؒ࣌ʯ

୳究活動のू大成となるこの授業は、ਫ༵の５ɼ６

ৄ。にあたるݴに設定し、系ྻの୲当者が指導ॿݶ ࡉ

は項目に分けて後ड़する。

	Τ
　ͦのଞ

Ոఉૅجでは、ҎલからϗームϓϩジΣクトという

生活課題を解ܾする単元がありՆٳみの課題にしてい

る。また、学習指導要領のվగにい、各教科で生

徒がओ体的に取り組み、協働でࢥ考を深める授業の

がなされている。

にインλーンγοϓや地域イϕントに参加し外部ߋ

の社会ਓと接する機会がある。これにより系ྻのઐ

知識の必要性をೝ識し、ʑの授業にੵۃ的になり、

コϛュニケーγϣン力や状گஅ力なͲඇೝ知能力を

。上させている

（̎）ςʔϚ探究

２年後から３年࣍の総合的な୳究の時間で実ફす

る系ྻ別テーマ୳究についてհする。

	Ξ
　ςʔϚઃఆ

　まͣは「̸̬̻ （̻自分たͪがڵຯ、関心を࣋って

いることや系ྻで学んだ内容）」と「̴̴̣ （̳社会課

題や୭かにとって必要であること）」が重なるテーマで

あることが理と説໌する。そして、̬ ̸̻̻と̴̣

̴̳にあたるࣄฑを͛ڍさせてその共通する部分にয

点を当てテーマをߜっていく。

に深۷りできそうな生徒には݁を導きやすいよ࣍

うに、テーマをٙܗにすることをקめた。これは、

യ然と「˓˓について」とするより、ٙ に応える

でௐܗ ・ࠪ研究ができ、テーマから外れにくいためで

ある。

〈͍͔ ・͚ॿݴのྫ〉

●�8JMM探͠Ͱ・・・
　　➢系ྻͰ学Μͩ͜とͰ͖な͜とʁ

ຯ͕͋る͜とɺಛٕʁڵࠓ➢　　

●�/FFE探͠Ͱ・・・
　　➢ੈのதのࠔΓ͝とͬͯԿ͕͋るʁ

校生の課題Կʁߴ➢　　

図̍　৬ۀௐൃදձ

図̎　̎ൃදࢿྉ
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　　➢͜の地域のࠔΓ͝とʁ

　テーマ設定は୳究のカΪをѲるため、教һと生徒の

ର話に時間を割き、なͥそのテーマにしたいのか、こ

の研究によって、୭が（Ͳの立のਓが）、Ͳのような

価がಘられるかを生徒に考えさせる。

今年のテーマはԼهのとおりである�	ද̎
�。

系ྻのઐ性があるテーマがฒび、Ͳれをとって

大มڵຯ深い。これは、本校のڧみであるとײじた。

また、教科・系ྻがԣஅするテーマ見डけられた。

ˎ教科・系ྻ横断ςʔϚ

地ཧ・ޠӳ・ޠࠃΓʜ࡞Ϛοϓޫ؍ཬཹٱ　　

体育・Իָ・ࢱのӡ動ʜऀྸߴ　　

　　ഇغࡊ活༻ϝχϡʔʜۀ・৯・Ոఉ　なͲ

これら教科・系ྻԣஅテーマは、୲当のઌ生や系ྻ

の生徒にインλϏューや質をして研究を深めるよう

に促し、教һ間でใを共༗するように心がけた。

テーマܾめは、ࠒからࢥ考力にۤखҙ識を࣋つ生

徒にとってはۤしい時間である。一方でԿࣄにڵຯ

があり話しきな生徒はテーマにରする考えやԾ定を

ஙくのがਝである。

	Π
　ௐ 究ݚࠪ・

ௐࠪにおいてはインλーネοトを活用するのがखっ

取りૣいが、生徒によってはͲのようなϫーυをೖ力

してࡧݕしたらいいかがわからなかったり、ॳめにग़

てきた内容にඈびつき、テーマから外れてしまったり

する。このࡍの教һのいかけやॿݴが大切であるこ

とを௧ײした。

〈͍͔ ・͚ॿݴのྫ〉

● ςʔϚのத͔Βେࣄなݴ༿Λ୯ޠͰͯ͛ڍΈよ͏
● 本に͜の༰͕ਖ਼͍͔͠ɺଞのαΠτとൺֱͯ͠
　�Έよ͏

してある内容はすべてࡌܝに、インλーネοトにߋ

がਖ਼しいとࢥいがͪでありෆ安要ૉがある。授業で学

んだ内容であれ、教科ॻを見るように促している。

また、必ͣアンケートかインλϏューを行うことを

݅としている。これは、のৎに合ったΦリジφルの

研究をして΄しいからである。

アンケートは̨̨̣のアンケート機能をったり、

.JDSPTPGU�'PSNT（ҎԼ'PSNT）をったりしている。

'PSNTはύιコンやλブϨοトで生徒がෛ୲なく作成

できて、ू 計が؆単なため今後活用ががるだΖう。

題はアンケート内容である。Կが知りたくてアン

ケートを取るのか、取ったアンケートをͲのように活用

したいのかを໌֬にしないと、分ੳのࡍにしてし

まう。༧ଌを立ててアンケート内容をਫ਼બする力が必

要だとײじた。

インλϏューはଞ系ྻやී通教科の教һ、地元の経

Ӧ者、テーマに関連する社会ਓ等に行うことがଟかっ

た。接会うことができない合は、ϏσΦ通話によ

るインλϏューを行った。インλϏューは、ௐࠪや研

究を深めるために行うが、ਵして様ʑなアυόイε

をらったり、そのਓの考え方や価؍に৮れたりし

て、一ؾに生徒がҙཉ的になることが࠷大の利点であ

る。

	
　ੳ

　ௐࠪでಘたใからͲのように分ੳして৽たな知見

を見いだすかが、୳究活動のޣຯであり、生徒や

する教һの力ྔがࢼされる。ࢥ考力、அ力、ใ

活用力等の本校生徒の大がۤखとする能力である。

立ͪࢭまってしまった生徒にରしては、う一テー

マを֬ೝさせたり、ௐࠪでわかったことの中から࠷

必要なことを見いださせたり、つな͛させたりするॿ

。を心がけているݴ

ද̎　̏探究ςʔϚ
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ʪ͍͔ ・͚ॿݴのྫ〉

● ௐࠪͰ͔ͬͨ͜とɺൃ とԿʁͨ͜͠ݟ
● ϫΫϫΫͨ͠Γ͍͢͝な͋と感ͨ͡Γͨ͜͠とɺ୭ �͔

　�に͍͑ͨとͨͬࢥ༰Կʁ

　また、授業のऴ൫にਓグルーϓになり、今の୳

究のৼりฦりをする時間を設定している。पりの生徒

からॿݴをらい、自ݾのࢥ考のա程を省する。ߠ

定的なײやアυόイεは、方のコϛュニケーγϣ

ン能力を上させる協働学習である。

	Τ
　தؒൃදɺ成果ൃද

　݄̓に中間発表、１２݄に成果発表をϙελーηο

γϣンࣜܗで実施する。ϙελーηογϣンとは、成

果をܝࢴ示またはϓϩジΣクλーӨをし、発表

者がそのલで参؍者にରして接説໌を行い、参؍者

の質にର応をする発表ࣜܗのことである。発表者と

参؍者が、接ର話ができるため、質やҙ見交が

しやすく、ࢥ考の深まりが共༗できる。参؍者はଞ学

年生徒、教һ、地元関者である。

発表のためには、見せる資ྉ、話す内容、質ର応

を४උするようにえている。見せる資ྉでは、見や

すく、聞きたいとࢥえるのを作成する力がわれる。

研究内容の要点をे分理解していない生徒は、文で

にある。そこड़し、ϙイントが΅やけてしまうه

で、発表の評価ن४を生徒と共に作成し、Կがٻめら

れているのかを໌֬にした�	ද̏
�。

Ҏલはεϐーν文をߘݪ用ࢴにॻくように指導した

が、発表時にそれをಡむことにू中してしまい、参؍

者にいがわらなかったため、今ճは資ྉをجにڧ

ௐするϙイントをҙ識し、ଞ者に聞いてらい܁りฦ

しεϐーν࿅習をするように指導した。また、定質

とそのର応考えさせた。一連の४උは、୳究のৼ

りฦりになる。この時点で研究を深۷りする必要に

づき、ओ体的にௐؾ ・ࠪ分ੳする࢟見られる。

　発表会は体育ؗで実施した�	図̏
�。発表３分、質ٙ

応３分、'PSNTによるアンケート評価とҠ動１分と

いうαイクルで、３ճ実施した。

　発表が୳究のΰールに見えるが、質ٙ応の方が重

要である。ଞ者のҙ見や質からؾづきがあったり、

そのでよく考えたりして৽たな発が生まれ、視

ががることある。質内容と応内容は必ͣメϞ

をしてৼりฦるように促している。

系ྻのみだったのが、今年はࢱ年はՈఉ・ࡢ　

全系ྻがテーマ୳究をల։しているため、学年全体が

活ؾづいているように見える。特にϙελーηογϣ

ンલは、ଞ系ྻの生徒の進状گをؾにかけたり、発

表後にその会話をしている様子が見られたりした。

（̏）ৼΓฦΓ

	Ξ
　自ݾ成のՄࢹԽ

　ある研म会で学んだ

リϑϨクγϣンγート

（図４）を用いてৼりฦ

りを行い自ݾ成のՄ

視化をした。୳究活動

にओ体的に取り組んだ生徒は、このγートにॻききれ

ない΄Ͳهड़をしていた。

	Π
力Λ考͑る࣭ࢿ校生活Ͱに͚ͭͨߴ　

　リϑϨクγϣンγート作成と共に、経ࡁ産業省がఏ

এした「社会ਓૅج力」をجに、本校生徒にわかりや

すいアンケートを実施した。テーマ୳究をはじめ、高

校で学んだことにより、Ͳのような資質がについた

かを実ײさせ、自ߠݾ定ײと自৴をにつけてଔ業し

て΄しいというͶらいである。

ड़͕ଟ͔ͬͨϫʔυهˎ

　考͑ͯߦ動͢る力　ௐͯ考察͢る力　ߦ動力

ूத力　ਓલͰൃද͢る力　とͬ͞のରԠ力　վળ力

　ίϛϡχέʔγϣϯ力　ใΛ·とΊる力　

　ใੳ力　ܭը力　課題ൃݟ力　࣮ߦ力　

ද̏　ϙελʔηογϣϯධՁϧʔϒϦοΫ

ද４　ϦϑϨΫγϣϯγʔτ　

図̏　ϙελʔηογϣϯ

– 15 –



（４）学校外の方々の協力

　インλϏューだけではなく、地元の関者にϙε

λーηογϣンの参؍をґཔしている。外部の方のଘ在

やҙ見は、生徒教һ大いにܹになり、学校と地

域の連ܞがよりڧくなるため、ܧଓしていきたい。

５　考察

　目的にরらし合わせ考をしていく。

〈本校独自の体系的な探究活動の検証〉

　総合学科必ਢの「産業社会とਓ間」と๊き合わせ、

１・２年࣍は୳究のख法を学Ϳことに重点をஔき、３

年ϙελーηογϣンの参؍をする。୳究活動を段階

的に進めることで、生徒がແ理なく取り組めているの

ではないか。

　ओ体的に୳究を進めるためには、教һのかかわり方

が大切になる。特に系ྻテーマ୳究では、教һओ導で

進めてしまうと、࣍はԿをしたらいいのかわから 「ͣड

けの୳究」になってしまう。教һはいかけやྫ示

することにపし、そのεキルを上させる必要がある

のではないか。

　３年テーマ୳究は学びのू大成である。系ྻで学ん

だ知識やٕ能（ٕज़）を踏まえ、テーマを設定し課題

解ܾࡦを導きग़す一連のա程で、ࢥ考力、அ力、表

かう力、ਓ間性という学習指導要領に力、学びにݱ

ࡍすべてが「つのபࡾ資質・能力の」られている͛ܝ

立って育まれる機会である。教һ、生徒共にテーマ୳

究を進めつつ、このことをೝ識していけより充実し

た総合的な୳究の時間になるのではないか。

〈地域課題への取組による教育効果〉

地域の題やۙな生活に関連するテーマを設定し、

関者と関わるࣄは、生徒の関心をҾきやすい。また、

地域をͲうにかしたい、大切にしたい、ָ しいなͲの

者と授に地元関ߋ。とѪண、ओ体性が発生するײ

業Ҏ外のつながりでき、地元のࡇりに参加したケー

εがあり、༧Ҏ上の教育ޮ果があった。

　また、教һの視と関性がり、教һテーマ

୳究がָしくやりがいがあるのとײじられるのでは

ないか。地域関者が୳究活動に関わったおか͛で、

৭ʑなお༠いをडけるようになった。仕ྔࣄが૿える

づきをಘて、生徒の教育ؾ೦があるが、交ྲྀからݒ

的なメリοト大きい。学校ଆからのґཔҙ的に

डけೖれてくれる。このことから学校地域活性化

する機会になるのではないか。

〈教科横断・協働的な取組による教育効果〉

　ෳਓでテーマ୳究に取り組むと、Ϟνϕーγϣン

が࣋ଓし、アイσィアやࢥ考の深まりが充実する。し

かし能力のࠩがあるグルーϓߏ成では、特定のਓにෛ

୲がかかってしまうのࣄ実である。関連があるଞ系

ྻのクラεメイト、教һ、地元関者との協働により、

৽たな知見や自ݾ༗用ײ、コϛュニケーγϣン能力が

育まれることが見डけられた。このことから໘的、

部分的な協働学習を今後ܧଓしていったらͲうか。

６　成果と課題

　これ（図５）は、教һのॿݴをきっかけに自し࢝め

た生徒のײである。教һ間でใや支援を共༗し、

生徒のいかけ・ॿݴ方法をࡧして生徒にし

ていくと、生徒教һ達成ײがಘられる୳究活動が

ల։できることが分かった。

　Ծ説にある資質は、発表४උ、質ٙ応のࡍに育

まれる。み、考えを深め、自分のえをग़そうとす

る࢟がみられた。そして、教һはその様子を؍し、

ৼりฦりの時間にճॿݴすることが重要である。こ

のことにより、生徒がについた資質をೝ識し自ߠݾ

定ײが上ঢすると実ײした。

本校では、総合学科ओ、各学年ओ、系ྻओか

らߏ成された、「総合的な୳究の時間実施ݕ౼ҕһ会」

が設ஔされている。計画や評価方法、指導の組みは

ここでݕ౼され、教һがݽ立しない୳究活動を目指し

ている。本校のڧみである系ྻಉ࢜が連ܞした୳究活

動は、Φリジφルな成果がಘられることが分かった。

定期的にҕһ会を։いたり、૬ஊしたりして教һಉ࢜

のつながりを大切にし、教һ自୳究をしていき、

。੨༿高校の୳究活動文化をৢ成していきたい܅

　ʪ参考資ྉʫ

経ࡁ産業省「社会ਓૅج力」

全国高校生マイϓϩジΣクトࣄہ「.Z�QSPKFDU　୳

究(VJEFCPPL」

図５　生徒の最終感想
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《優秀賞》 ֶ校部門

ࣗΒֶͼ͍ࢥ͑ߟを͑߹͑るֶཱࣗͨ͠शऀのҭ
～ओମతɾରతͰਂ͍学ͼのࢹ Β͔のॻ͘ 活動をத৺としたޠࠃՊ୯ͮ͘ݩ りतۀվળを௨して～

ࡾ 浦 � و 校ࢠ
ࢢ立٢খ学校
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《優秀賞》 ֶ校部門

生׆Պ・ࣾ ձՊに͓͚るతোಛผࢧԉֶ校̍̎ ؒのʮֶ部ؒܥ౷ੑʯにΑるਂֶ͍ͼの࣮ݱ
～ Βࣗݥةをஅし҆શɾ̓ ৺ʹա͢͝たΊのྗのҭをࢦして～

ଜ ࢁ 　 校
千葉県立߳取ಛผࢧԉ学校

ᶗ　͡Ίに

　ฏ成２̕ 年ࠂ示特別支援学校小学部・中学部学習指

導要領においては、各教科等の目標及び内容が「知識

及びٕ能」「ࢥ考力、அ力、表ݱ力等」「学びにか

う力、ਓ間性等」のࡾつのபで整理された。また単元

や題ࡐなͲ内容や時間のまとまりを見通した授業վળ

を行うことがٻめられている。本校ではྩ̐年に

ઍ༿ݝ教育ҕһ会から「一ਓ一ਓの教育的ニーζに応

じた教育課程」の研究指定をडけ、ྩ ５年はその

２年目として小学部、中学部、及び高等部３学部１２

年間の系統性を図った深い学びの実ݱを目指し、児童

生徒が安全・安心にաごすことができる力の育成を目

指した実ફを行ってきた。

ᶘ　ຊߍの֓ཁ

　本校はઍ༿ݝ౦部にҐஔし、２２ࢢொを学۠とす

る知的障害のある児童生徒が通う特別支援学校であり、

小学部児童̐̓ ໊、中学部生徒３１໊、高等部生徒̐

３໊の合計１２１໊の児童生徒が在੶している。ত

３̐年に։校し、ྩ ６年で立５６प年をܴえる。

学校教育目標は、「h 自立 をɦ目指して自ら学び、๛か

な心をͪ、元ؾにたくましく生きる子Ͳを育成す

る。児童生徒のਓݖをଚ重し、一ਓͻとりに応じた教

育をਪ進し、๛かなਓ間性や社会性を育むことにより、

ʰ自立 しɦ社会参加できる児童生徒を育成する」と定

めている。

ᶙ　ڀݚの֓ཁ

̍　ओઃఆのཧ༝

　知的障害特別支援学校では、生活単元学習なͲの各

教科等を合わせた指導において社会科の目標や内容を

取り扱っていることがଟいが、本校ではྩ３年か

ら中学部及び高等部の教育課程において教科別の指導

として社会科をҐஔづけ、年間１６時間程の時間を

設けて指導を行っている。しかし授業時の੍があ

るため児童生徒の発達段階に応じて学習内容を整理し、

学部間系統性として連ଓ性のある学習活動をల։して

いく必要があると考える。また知的障害特別支援学校

における生活科及び社会科の指導実ફྫはݶられてお

り、児童生徒の障害の状態に応じた指導方法を深めて

いく必要があると考える。そこで生活科及び社会科の

指導において、児童生徒の発達段階に応じた３学部１

２年間の系統性を図った指導内容の整理と、障害の状

態に応じた指導方法をੵすることがٻめられている

と考え本ओ題を設定した。

２　త

　全校研究ओ題は、「小・中・高１２年間の系統的な指

導を目指した知的障害教育における教科指導の在り方

の実ફ研究ʙ学習評価を生かし、安全・安心にաごす

ための力の育成を通じてʙ」とし、小学部「生活単元

学習」、中学部及び高等部「社会科」をରとした授業

実ફを行った。研究期間の１年目にあたるྩ̐年

には小学部生活科、中学部及び高等部社会科の年間指

導計画の作成を行った。研究期間の２年目（࠷ऴ年）

となるྩ５年は年間指導計画にجづいた生活科及

び社会科の授業を行い、研究部及び生活科・社会科分

ঠが中心となって３学部１２年間の学部間系統性を図っ

た年間指導計画を作成することを目的とした。ಉ時

に中学部及び高等部社会科の全ての単元において、単

元指導計画を作成することを目的とした。本文では

ྩ５年に実施した、学部間系統性のある年間指導

計画の作成と児童生徒が安全・安心にաごすことがで

きる力の育成を目指した授業づくりについてใࠂする。

ᶚ　ํ๏

̍　ର

全校研究ओ題のج、小学部研究ओ題「生活単元学習

における教科の視点を取りೖれた学習評価と授業実ફ

ʙ社会性をҙ識した交通安全学習と中学部つな͛る

年間指導計画（教育課程）ʙ」として生活単元学習で

研究授業を実施した。中学部では研究ओ題「安全にա

ごせる力の育成を目指した中学部社会科の実ફ研究」

として、社会科で研究授業を実施した。高等部では研
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究ओ題「体験的な学習を中心とした社会科の授業վળ

ʙଔ業後の自立にけた社会性の育成を目指してʙ」

として、中学部とಉ様に社会科で研究授業を実施した。

指導に当たっては、知的障害のある児童生徒の特性等

を踏まえて校内でଟ様な生活経験をੵむことができる

ととに、ৗの生活に݁びついた۩体的な活動を取

りೖれ、小学部では教ࢣや༑達と一ॹに取り組みなが

ら学び合えるようにした。中学部や高等部では話し合

い活動を取りೖれて、自分の考えを整理してえるこ

とや༑達のҙ見を聞いて考えを深めることができるよ

うにするととに、必要なใをಘるख段として*$5

の利活用取りೖれた。

２　तۀの༰

ʢ̍ʣখֶ෦のतۀの༰

　小学部では、̐ 年生の生活単元学習「め͟せσニー

ζʂʂϨοπϘウリング」において、６໊の児童をର

にしてϑΝϛリーϨεトランやϘウリングの校

外学習にけた全１̔ 時間の単元を設定した。特別支

援学校小学部学習指導要領（知的障害）生活科の内容

のまとまり「イ　安全」̡交通安全 かrら、交通ルール

の理解と交通ルールをकったา行の仕方を取り扱った。

授業では、校外学習時に安全にาくことができるよう

に自立活動ࣨにา道と৴߸機を設ஔし、৴߸機の理解、

ԣஅา道のある交ࠩ点のり方やา道のาき方を理解

できることを目標とした。ల։授業ᶃでは、ԣஅา道

のある交ࠩ点をઌ生とखをつないでาく、खを上͛て

าく、ं がདྷたららない（ԣஅา道のखલでࢭまる）

ことを指導した。ల։授業ᶄでは、ల։授業ᶃの内容

に加えて੨৴߸でࠨӈを見て道路をԣஅすること指

導し、ԣஅา道のある交ࠩ点やา道をาく様子から児

童の理解を評価した（資ྉ）。

資ྉ　自立活動ࣨでのา行指導໘

ʢ２ʣதֶ෦のतۀの༰

　中学部では、特別支援学校中学部学習指導要領（知

的障害）社会科の内容のまとまり「ウ　地域の安全」

から自然ࡂ害にରするඋえを取り扱い、全学年で授業

を行い研究授業は３年生をରとして実施した。

１年生は単元 「໊地がおきたらͲうするʁ」にお

いて、１２໊の生徒をରに全５ճの授業を行った。

地がおきた時に教ࣨやঢ߱ޱ、体育ؗの安全な所

とݥةな所にカーυやγールをషる活動を行うこと

で安全な所とݥةな所を理解し、安全なආ࢟

をとれることを目標とした。２年生は単元 「໊Րࡂか

らをकΖうʙফॺを中心とした関機関の役割と

自分たͪにできることʙ」において、̔ ໊の生徒をର

に全５ճの授業を行った。Րࡂがىきた時にආ࢟

をとり、࢟をくしたりϋンカνでޱをおさえた

りすることを体験し、Րࡂからののकり方を理解す

ることを目標とした。またՐࡂが発生した時の１１̕

൪通ใからফंのग़動までの仕組みをө૾教ࡐを

用して学習し、Րࡂにରॲするফॺの仕組みについ

て理解すること目標とした。

　３年生は単元 「໊෩から自分をकΖう」において、

໊̓ の生徒にରして全５ճの授業を行った。෩の進

路༧図の見方やࡂ害ܯใのछྨとҙຯ、ϋβーυマο

ϓの見方、ࡂリュοクの役割を理解することを目

標とした。研究授業のల։授業ᶃでは、インλーネο

ト上の地図とϋβーυマοϓをরらし合わせ、学校प

ลにある高、ਫాや等の地ܗと෩がऻདྷした時

に定されるࡂ害について関連ける学習を行った。

　ల։授業ᶄでは、ࡂリュοクの中として必要に

なるのについて、৯べ、ਫ分、用やݸਓ的に

必要な等がهೖされたカーυをબんで、グルーϓで

発表する活動を行った（表１）。さらにグルーϓ内での

話し合いを通して、ආ生活をշదにૹるために必要

なについて話し合いを通して理解を深めた。

表１　ࡂリュοクの中についての学習カーυ
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ʢ̏ߴʣ ෦のतۀの༰

高等部では、特別支援学校高等部学習指導要領（知

的障害）社会科の内容のまとまり「ウ　我が国の国土

の自然環境と国民生活」から、国内でىきた自然ࡂ害

やࡂ害発生時のରॲ方法について取り扱い、全学年で

授業を行い研究授業は３年生をରとして実施した。

１年生では、単元 において「害からをकΖうࡂ໊」

国内で発生したࡂ害のඃ害状گを地図やܝ示にまと

めて、ࡂ害のྺ࢙について理解することを目標とした。

２年生では単元 「໊ઍ༿ݝの自然ࡂ害やࡂରࡦにつ

いて知Ζう」において、ઍ༿ݝのࡂ害のྺ࢙について

理解することを目標とした。

３年生では単元 「໊ ２̓時間をりӽえΖʂʙマイ

ආマニュアル　ࡂ害から大切な命と生活をकΖう

ʙ」において、１̔ ໊の生徒を理解に応じてB、C、

Dの３つのグルーϓに分けて全５時間の授業を行った。

Bグルーϓ（生徒６໊）ではల։授業ᶃで、自にい

る時に地がىきてՈ۩がれたりݥةながࢄཚす

る中でののकり方、γΣイクアウト行動の重要性に

ついて理解できることを目標とした。またࡂ体験と

して、体育ؗに73෩Τリア、地体ײΤリア、҉ҋ

でのආΤリアやٖආ所Τリアを設ஔして生徒が

෩、地、ఀ ిやආ所での生活について体験でき

るようにした。

　ల։授業ᶄでは地後に生じるՄ能性のあるՐࡂ、

害をආけながら、一ਓで一時的にࡂのյや土࠭ݐ

ආがՄ能な安全な所を理解できることを目標とし

た。自पลのݥة性を「マイϋβーυマοϓ」にه

ೖし、安全な所をまとめた「マイආマニュアル」

を作成することで、社会生活の中でࡂ害にૺ۰した時

に学習で学んだことを活用できることを目指した。

ᶛ　݁Ռ

̍　খֶ෦のतۀの༷ࢠ

　ల։授業ᶃのา行学習で"さんは、࠷ॳの交ࠩ点に

ࠩしֻかるとԣஅา道のखલで立ͪࢭってंが通る

のをͪ、教ࢣの指ࠩしでࠨӈを見ることができた。２

つ目の交ࠩ点にࠩしֻかると、ԣஅา道のखલで立ͪ

ӈを見ることができた。#さんや$さࠨまり一ਓでࢭ

ん࠷ॳの交ࠩ点にࠩしֻかると教ࢣの指ࠩしでࠨӈ

を見ていたが、２つ目の交ࠩ点にࠩしֻかるとԣஅา

道のखલでࠨӈを見てखを上͛て交ࠩ点をることが

できた。ల։授業ᶄで"さんは৴߸機がの時はԣஅ

า道のखલでͪ、੨になるとࠨӈを見てからӈखを

上͛て交ࠩ点をることができた。#さんは"さんの

様子を見て、৴߸機がの時はԣஅา道のखલでͪ、

੨になるとӈखを上͛て交ࠩ点をることができた。

２　தֶ෦のतۀの༷ࢠ

１年生の単元「地がおきたらͲうするʁ」では、

地がىきた時に教ࣨやঢ߱ޱ、体育ؗのݥةな所

に「ʷ」カーυをషっていった。教ࣨでは૭Ψラεや

୨のۙ、ܝ示やนֻけ時計のۙに「ʷ」カーυ

をషっていた。ٸۓ地ใをྲྀすと生徒たͪはී段

のආ܇࿅をࢥいग़し、す͙にصやҜ子のԼでආ࢟

をとることができた。ঢ߱ޱではԼବശやυアのΨ

ラεۙ、นֻけ時計のある所、น画やܝ示用の

ύネルۙに「ʷ」カーυをషっていた。࣍にٸۓ地

ใをྲྀすと࠷ॳは૭ΨラεのۙにあったصやҜ

子のԼでආ࢟をとっていた。教ࢣが「ʷ」カーυ

がషられた所はݥةであることを説໌して࠶ٸۓ

地ใをྲྀすと、पғの様子を見て૭がないนۙ

でආ࢟をとることができた生徒いた（表２）。学

習を通して地の時にݥةな所は、૭Ψラεのۙ

や୨や時計なͲのམͪてくるのۙで、をकるた

めにはᶃ࢟をくするᶄ಄をकるᶅ教ࢣのۙくにい

ることを理解することできた。

表２　生徒がʷカーυをషった所（ʷ）と

生徒がආした所（　　）

　３年生の単元「෩から自分をकΖう」のల։授業

ᶃでは、ߑਫのݥة性が高く定されるਁਫの高さが

３NҎ上を、３Nະຬをԫ৭としたϋβーυマοϓの

表هを見て、学校पลの地域をߑਫのݥة性の高さに

応じて৭やԫ৭でృり分けた。৭やԫ৭でృり分

けられた地図を見て、生徒からはh ാなͲのฏ地はߑ

ਫがىこりやすい。ɦh のۙくはߑਫがىこりやすい

がではىこらない。ɦh（土地が）いとこΖ、にۙ

いとこΖ（はߑਫがىこりやすい）。ɦh 高は大ৎだ
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けͲ、（高ではないとこΖにある）ஂ 地は（ߑਫが）

がみられ、ϋβーυマοݴこりやすい。ɦといった発ى

ϓからࡂ害時のݥة性をಡみ取ることができた。

　ల։授業ᶄでは、ࡂリュοクに必要なについ

てଟくの生徒が「ඇৗ৯」「ਫ」「ༀ」「ջ中ి౮」といっ

たカーυをબび、hおෲがすいた時に必要。ɦh のͲが

ׇくから（ਫは必要）。ɦh ҉くなったらࠔる（からջ中

ి౮は必要）。ɦと発ݴし、その必要性についてはͲの

生徒理解していた。「ܞଳήーム機」はҙ見が分かれ、

ී段からήームをしている%さんはආ所でήームが

できないと我ຫできなくなってしまうことを༧して

に加えていた。また&さんはカーυになかったͪ࣋

「ϓラϨール」をॻき加え、hආ所できなのが

あると心がམͪணくから。ɦとその必要性を発表してい

た。生徒'さんは「ϕου」のカーυをબんで、その

理༝としてh くなった時に必要です。ɦと発ݴしてい

た。

ࢠの༷ۀ෦のतߴ　̏

　ల։授業ᶄでは、地がおさまった後にආできる

安全な所の３つの 「݅पғにれやすい（ブϩο

クญ等）がない、い所、ւやからԕい所」

をࣄલに示した。生徒はインλーネοトの地図アϓリ

から自पลの地ܗや土地利用のใをಡみ取ってマ

イϋβーυマοϓにهೖし（表３）、安全な所の３つ

の݅とൺֱすることで、地がおさまった後にආ

できそうな所をબんでマイආマニュアルを作成し

た（表̐）。

表３　マイϋβーυマοϓ

　(さんは自पลのू会所にආするとهೖし、h

い。れそうながないし、पғにॅんでいるਓू

会にආしてきて安心できる。ɦと理༝を発ݴしてい

た。)さんは自લのാにආするとهೖし、hാは

いかられてくるのはない。ɦと理༝を発ݴしていた。

*さんは自લのۭき地にආするとهೖし、h大の

ਓがආしてきて大ৎ。ɦと理༝を発ݴしていた。

+さんはՈのۙくにあるறंにආするとهೖし、

ʰՈのपりではறंが一൪い。ɦh（れてくる）ి

பないし。ɦと理༝を発ݴしていた。,さんは自の

ఉにආするとهೖし、hଞに高いݐがないから。ɦ

と発ݴしていた。しかし自पลにがྲྀれており、

大Ӎやߑਫ時にはͲこにආしていいのかh イメージ

が༙かない。ɦとえていた。

表�　マイආマニュアル

ᶜ　ߟ

̍　ֶ̏෦ ２̍年間のܥ౷తͳ指導について

小学部生活科、中学部及び高等部社会科の授業実ફ

を通して、児童生徒の発達段階に応じて体験できる機

会をଟく設けることで子Ͳの学びをҾきग़すことが

できた。小学部では、ԣஅา道のある交ࠩ点や৴߸機

を教ࣨ内に設ஔすることで、実ࡍの໘を定して

ٖ࿅習することができた。中学部では、ߑਫがىきた

時にਁਫする高さを৭やԫ৭でృり分けたりࡂ

リュοクに必要なをֆカーυで示したりしておくこと

で、ใをಡみ取って考えを深めることができていた。

高等部では、ආઌとして安全な所の３つの݅を

લに示しておくことで自पลのใを整理しൺֱࣄ

して自分のとるべき行動を定することができ、学習

のݸ性化が図られていたと考えられる。

　また小学部では、交ࠩ点をる༑達や教ࢣの࢟を見

てಉじようにࠨӈを見たりखを͛ڍたりしており、子

Ͳが自分の行動をௐ整しม化させていく࢟がみられ

た。中学部ではh ආ所にはܞଳήーム機を࣋って行

きたい。ɦという༑達の発ݴを聞いて、hだったらϓ

ラϨールだな。ϓラϨールがないとえられないとࢥ

います。ɦと、やり取りする中で自分のҙ見を整理した

り、ม化させていく様子がみられた。高等部ではࡂ害

時に自分の安全を֬อする学習をੵみ重Ͷる中で、h

とආ所を共༗しておかなくては。ɦやh ৗに（一定

ྔの）ඇৗ৯があった΄うがいいよ。ɦといったように、

ݴた発͛害時におけるՈとの関わりまで視をࡂ
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がみられた。これらの学び合いこそが「協働的な学び」

であり、授業の中に「見る」「聞く」「やってみる」「話

し合う」といった機会をふんだんに盛り込むことが大

切であったと考える。

２　年間指導計画の作成について

　小学部生活科の内容のまとまりの中で、中学部社会

科と関連が大きい「イ　安全」「カ　役割」「ケ　きま

り」「コ　社会の仕組みと公共施設」について、生活単

元学習の中で扱っている項目を一覧に示した（表５）。

　表５　中学部社会科と関連が深い小学部生活単元

　　　 学習の単元一覧（抜粋）

また中学部社会科及び高等部社会科の内容のまとま

りごとに、各学年の単元一覧を示した（表６）。中学部

３年間及び高等部３年間の中で学習指導要領に示され

た内容を網羅するように単元を配当しており、指導時

期および各単元の目標や学習活動を定めた年間指導計

画と単元指導計画を作成した。学部間系統性として、

安全に関わる内容である「ウ　地域の安全」（高等部は

「我が国の国土の自然環境と国民生活」）については生

徒の生命と密接に関わる内容であるので、中学部１年

から高等部３年までの全ての学年で取り扱うようにし

ている。また小学部では校外学習に関連する単元で交

通ルールの理解や公共施設の利用の仕方、自分の役割

といった「イ　安全」「ケ　きまり」「コ　社会の仕組

みと公共施設」に関連する内容を扱っており、そこで

学んだ内容や経験を中学部「ア　社会参加ときまり」

の単元「交通ルールと道路標識」で活用するといった

ように、学部間系統性を重視した年間指導計画を作成

することができた。単元計画表や学習内容表の作成は、

カリキュラム・マネジメントを促進させる要因の一つ

とされており（国立特別支援教育総合研究所,2017）、

３学部１２年間の系統性を図った年間指導計画と単元

指導計画を作成できた点は大きな成果であったと考え

る。

　本研究では、児童生徒が安全・安心に生活するため

の力の育成に重点をおいた年間指導計画づくりを行っ

た。しかし社会科の内容のまとまりの中で「産業と生

活」や「外国の様子」等については、学部間系統性を

図るためにはさらに指導内容や指導方法の充実を図る

必要があった。また学習指導要領の各段階に含まれる

指導内容と、児童生徒の発達の段階や障害の状態に応

じた指導方法を整理していくことが今後の課題である。

表６　中学部社会科及び高等部社会科の単元一覧

（参考文献）

国立特別支援教育総合研究所(2017)知的障害教育にお

ける「育成すべき資質・能力」を踏まえた教育課程編

成の在り方－アクティブ・ラーニングを活用した各教

科の目標・内容・方法・学習評価の一体化．

文部科学省(2018)特別支援学校学習指導要領解説各教

科等編（小学部・中学部）．

文部科学省(2019)特別支援学校学習指導要領解説知的

障害者教科等編（上）（高等部）．
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《優秀賞》 個人・グループ部門

ߟ࠶σβΠンのۀՊに͓͚るतࢉ
～ղܾ とྗૅج学ྗの্をࢦして～

川 ވ 　 千 ळ教諭
দࢢށ立খ学校
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《優秀賞》 個人・グループ部門

地域創生の一助を視野に創出する令和の高校生ボランティア
～高校生と地域を結ぶボランティア活動を仕掛けた５年間の取り組みをとおして～

石 川 　 陽 一教諭
千葉県立袖ヶ浦高等学校
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《優ྑ賞》 ֶ校部門

͖͑͜に͘͞ の͋るࢠのΕのͳ͍ࢧԉମ੍のߏஙをͯ͠ࢦ
～学校ʹおけΔηンλʔతػの͜Ε Β͔をߟ Δ͑～

দ ా 　 ް校
千葉県立千葉学校

ᶗ　͡Ίに

本校は、ݝ内།一のௌ֮障害教育を単ಠで行うݝ立

特別支援学校である。本校の役割は、大きくೋつに分

けられる。一つは、本校に在੶する༮ஓ部から高等部

までの༮児児童生徒の教育、う一つは、ݝ内のௌ֮

障害の子ڙたͪを支援するηンλー的機能である。ฏ

成19年に特घ教育から特別支援教育にมわり、特別支

援学校が地域の特別支援教育のηンλー的機能を୲う

ことになった。本校ではฏ成1�年に小中学生にରして

通ڃによる指導を࢝め、ฏ成1�年に地域支援部を設ஔ

するなͲ、Ҏલからௌ֮障害教育のηンλー的機能を

発شしてきた。ۙ 年、ૣ 期教育の成果やิௌ機ثの進

化、国のインクルーγブ教育γεテムߏஙのਪ進等に

より、ௌ֮に障害があって、地域の小中学校等で学

Ϳ子ڙたͪが૿えている。その一方、ઐの教һをཆ

成する機関がগないこと等から指導者のෆ題と

なっている。このような状گにおいて、本校のつη

ンλー的機能の役割は૿ʑ重要なのとなっている。

ᶘ　本校の֓ཁ

　本校は、ত６年に։校し、今年で立9�प年を

ܴえた。学部は、༮ஓ部、小学部、中学部、高等部本

科、高等部ઐ߈科があり、今年の在੶ਓは10�໊

である。このଞに支援部があり、「きこ(在ݱ3����1)

えとことの૬ஊ支援ηンλー」を։設して、教育૬

ஊ、ೕ༮児期支援（̌ʙ５ࡀ）、通ڃによる指導（小中学

生）を行っている。この支援部が本校のηンλー的

機能を୲う中心的部ॺである。今年、支援部でೕ༮

児期支援や通ڃによる指導をडけている༮児児童生徒

は100໊(3����1ݱ在)で、本校の在੶者と΄΅ಉじ

となっている。本校の在੶者は年ʑݮগにあ

るため、今後は在੶外の支援者の割合が高くなって

いくとࢥわれる。

ᶙ　ݚ究の֓ཁ

̍　ओ題ઃఆのཧ༝

　特別支援学校のηンλー的機能はฏ成18年の学校

教育法のվਖ਼により法として໌֬にҐஔけられた。

。の６点である࣍められる機能の内容としてはٻ

ᶃ　小・中学校等の教һの支援機能

ᶄ　特別支援教育等に関する૬ஊ・ใఏڙ機能

ᶅ　障害のある༮児児童生徒の指導・支援機能

ᶆ　ࢱ、ҩྍ、࿑働なͲの関機関等との連བྷ・ௐ

　　整機能

ᶇ　小・中学校等の教һにରする研म協力機能

ᶈ　障害のある༮児児童生徒の施設設උ等のఏڙ機能

　ྩ５年３݄ に文部科学省からग़された「通ৗの学

に在੶する障害のある児童生徒の支援の在り方にڃ

関するݕ౼会ٞใࠂ」では、通ڃによる指導のରと

しているௌ等の障害छは、実施していない自࣏体や

ઐ性のある指導者のෆにより、子ڙがे分支援を

डけられていないことがあるとし、あらためて特別支

援学校のηンλー的機能の発شによる小中学校の支

援の充実をٻめている。

　また、ྩ ̐年にް生࿑働省からग़された「ௌ児

のૣ期発見・ૣ 期ྍ育ਪ進のためのج本方」では、

地域におけるอ݈、ҩྍ、ࢱの関機関と連ܞした

ೕ༮児教育૬ஊなͲ、特別支援学校のηンλー的機能

のڧ化が方ࡦとしてあ͛られている。これらのことか

ら、今一本校のηンλー的機能について、ݱ在の

ニーζにద合しているのか、また、これからの時にٻ

められる本校の役割はԿかについて考えてみることと

した。

̎　的

ূݕ在行っている本校のηンλー的機能の内容をݱ

するととに、今後の在り方について考する。

ᶚ　࣮ફ�

̍　ௌ֮োࣇΛ͑ࢧるωοτϫʔΫのߏங

	�
　ઍ༿ݝௌ֮ো教育ωοτϫʔΫਪਐ࿈བྷ協ٞ

　ձ（ҎԼʮ͏͗͞Ͷͬとʯ）

通শ「うさ͗Ͷっと」とݺんでおり、ݝ内ネοトϫ
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ークの࠷上ҐにҐஔけられる協ٞ会である。ݝ内の

ௌ֮障害児に関する機関がूまり、ใ交を行う

ことで本ݝにおけるௌ֮障害教育のਪ進・充実を図る

ととに、ネοトϫーク体੍をߏஙすることを目的と

している。年３ճ本校にूまり、ԕִγεテムซ用

しながら、校内参؍や行説໌、ઌ行ྫࣄのఏڙ、グ

ルーϓ別協ٞ等を実施している。ྩ ６年は教育、

ҩྍ、ࢱ等119の関機関が参加している。ฏ成2�

年の発Ҏདྷ、ネοトϫークはがりଓけている。

図̍ 　ઍ༿ݝௌ֮ো教育ωοτϫʔΫ体੍

	�
　ௌ֮ࢧԉ୲校࿈བྷձٞ

ࣄ教育ҕһ会では図１に示している５つの教育ݝ　

所内にௌ֮障害を支援する機能を࣋つ特別支援学校

を配ஔ（˒ҹ）している。各校は、地域のௌ֮障害に

関する教育૬ஊや小中学校の通ڃによる指導を行い、

地域のηンλー的役割を୲っている。この୲当校が年

３ճ本校にूまり、各地۠のݱ状や課題を共༗してい

る。この中でಘたใ等を「うさ͗Ͷっと」の協ٞ内容

に生かしている。

ஙߏԉ体੍のࢧ教育のظૣ　̎

　ௌ֮障害児の支援は、ૣ けれૣい΄Ͳޮ果が期

できる。ݱ在は、生後３か݄程でஅが֬定するた

め、ҩྍ機関等からೕ༮児期支援を行っている本校等

がհされる。表１のように૬ஊ݅（ͺんだルーム

等の活動含む）は年ʑ૿加している。

ද�　ೕ༮ࣇ教育૬ஊ݅

　本校が行っている支援はҎԼのとおりである。

	�
　ೕ༮ࣇへのࢧԉ

ᶃ　ͺΜͩϧʔϜ

きこえにくさのある̌ʙ２ࡀ、またはଞの障害をซ

せ༗する̌ʙ５ࡀのೕ༮児とอޢ者をରとし、ि１

ճʙ １݄ճ程、ݸ別またはグルーϓで活動を行う。

　ʻओな活動ʼ

　　̡ 子　ڙ ௌr力ଌ定、自༝༡び、Ի༡び、੍ 作活動

　　̡ อޢ者 खr話ϛニ࠲ߨ、༮ஓ部参؍、ઌഐอޢ者

　　　　　 の話を聞く会、ௌٙࣅ体験　　　　

　　

図̎　ͺΜͩϧʔϜの̍ のྍ育ࣇࡀ

ᶄ　༮ࣇ教育૬ஊ

　きこえにくさのある３ʙ５ࡀの༮児とそのอޢ者や

関者をରとし、݄ １ճ程、༡びを通してݴ༿や

コϛュニケーγϣンを育てている。ͅ んだルームを活

用していた子ڙがอ育Ԃや༮ஓԂに通いながらҾきଓ

きの支援として活用することがଟい。

　ᶃᶄとௌ֮を活用し、子でָしくコϛュニケー

γϣンをとれるようدりఴいながら、子ڙのԁな成

を支援している。今年� １݄ݱ在で��໊が利用

している。

	�
　͖͑͜と͜との地域ࢧԉݚमձ

ͺんだルームや本校の༮ஓ部の子ڙが通っているอ

育Ԃ、༮ஓԂ、ྍ 育施設等の৬һをରに、本校で年

1ճ実施している。ௌ֮障害に関するૅج的な知識や、

ͺんだルーム等で行っている活動について理解を図る

ことを目的としている。ྩ ５年は��の関機関が

参加した。

ʻྩ ５年の内容ʼ

・本校のೕ༮児期支援について

話１「きこえにくいってͲんなことʁ」ߨ・

「༿を育てるためにݴきこえにくさのある子の」�話２ߨ・

̏　学 ・ྸ੨ظに͓͚るࢧԉ体੍のߏங

	�
　௨ڃによるࢦಋ

本校のͺんだルームや༮ஓ部でྍ育や教育をडけた

子ڙたͪは、ௌ֮活用やコϛュニケーγϣン能力の状
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なͲにより、地域の小学校にब学を者のҙޢอ、گ

する子ڙがいる。また、本校の小学部にब学して、

学年の్中で小学校にస学したり、中学生になるλイ

ϛングで中学校に進学したりする子ڙいる。本དྷ、

小中学校に在੶するௌ֮障害児の学習環境を整උして

いくのはࢢொଜであるが、ઐ性が必要とされること

から本校ฏ成1�年から通ڃによる指導を։࢝し

た。図３のように一時は�0໊をえる児童生徒がର

となっていたが、地域の特別支援学校に通ڃの機能を

Ҡしたことや、ࢢொの自࣏体がௌ学ڃや通ڃ指導

教ࣨを立ͪ上͛、地域の小中学校で支援がडけられる

ようになったこと等からۙ年はݮってきている。ྩ 

６年は６໊��ࢢの小中学生が、本校または３つの小

中学校に設ஔしたαテライト教ࣨに通っている。

図�　௨ڃによるࢦಋのରࣇಐ生徒

ᶃ　ࢦಋ༰

　通ڃによる指導は、特別支援学校の教育課程におけ

る自立活動の内容を中心に行っている。۩体的にはޠ

ኮ・ॿࢺなͲのことの学習、発Ի・発ޠ・ௌ֮活用

の学習、指文ࣈ・ख話なͲのコϛュニケーγϣンの学

習、自分のきこえなͲの自ݾ理解の学習なͲ、障害が

あって学校や社会でいきいきとաごし、自৴をっ

て生活できることを目標にして学習を行っている。

ᶄ　ͪͨڙࢠのڥΛ͑るͨΊの取組　

Ξ　อऀޢに͚ͯ

児童生徒のอޢ者をରとして、「きこえのอޢ者ษ

ී。会」を年２ճ実施しているڧ 段إを合わせること

のগないอޢ者が本校にूまり、Ҏલ通ڃを利用して

いたઌഐอޢ者の話を聞いたり、きこえについての知

識を学んだりしながらກを深める機会としている。

Π　ࡏ੶校へ͚ͯ

　在੶校の୲をରとして、「在੶校୲連བྷ会」を

年࢝めに本校で行っている。ௌについてのૅج的

な知識や通ڃによる指導の内容について理解を図ると

とに、その年に୲当する本校৬һとのإ合わせの機

会としている。また、本校৬һが通ڃ生の在੶する学

校に๚する「在੶校๚」を行っている。在੶校で

の環境や児童生徒の様子をѲするଞ、児童生徒の所

ଐする学ڃ等において、本ਓと共に「ௌ理解授業」

を実施し、ௌ֮障害の理解・ܒ発を行う機会としてい

る。図̐は、授業の中で子ڙ自がクラεメイトに自

分のきこえについて説໌をしている໘である。

図�　ࡏ੶学ڃͰのௌཧղतۀ

	�
　教育૬ஊ

小学生から高校生までの学 ・ྸ੨年期の教育૬ஊを

行っている。表２のとおりྩ元年まで૬ஊ݅はԆ

べ100݅をえていたが、特別支援学校からの૬ஊを

らすなͲରを整理したこと、地域の特別支援学校ݮ

に૬ஊをҠしたことなͲにより、ここ年は�0݅

となっている。૬ஊ内容は、ௌ֮理やิௌ機ثのこ

となͲ、よりઐ的なのがଟい。

ද�　学 ・ྸ੨ظ教育૬ஊ݅

ஙߏԉ体੍のࢧとのؔػؔ　４

	�
��ҩྍؔػとの࿈ܞ

ᶃ　පӃとの࿈བྷձٞ

本校で支援している子ڙにかかわるපӃと連ܞを図

るため「ઍ༿ݝこͲපӃ（ҎԼ「こͲපӃ」）との

連བྷ会」「国ࡍҩྍࢱ大学成ాපӃ（ҎԼ「成ాපӃ」）

との連བྷ会」を実施している。連བྷ会では、පӃのࣖ

ඓҺ科等のҩࢣや̨ のケーڙと子（࢜ௌ֮ޠݴ̩）

ε会ٞや、࠷৽のҩྍや教育のใ、課題を共༗する

機会としている。こͲපӃはಉじݝ立であり所

ۙいため、පӃ内で年２ճର໘による連བྷ会を行って

いる。成ాපӃはΦンラインによる連བྷ会を行ってい

る。今年からాࢢにある小ு総合පӃと連བྷ会

の実施を༧定している。

ᶄ　පӃͰの教育૬ஊ

　こͲපӃ内で １݄ճ「きこえのҩྍ教育૬ஊ」を

։࠵している。ҩࢣが必要とೝめたՈఉにରし、ྍ
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後に本校৬һが教育૬ஊを行う。ここからૣ期支援等

͛ܨていくになっている。

ᶅ　৬һのࢦಋ力্のͨΊのࢣߨ

本校では、こͲපӃや成ాපӃの̨̩にࢣߨとし

てདྷ校してらい、ݸ別のྫࣄやௌ力ଌ定、ޠݴ指導

等にରしてॿݴをडけている。また、ྩ ５年の全

校研म会では、成ాපӃのҩࢣや̨̩からۙ年用す

る子ڙが૿えているਓ内ࣖをテーマに、खज़方法や

用する子ڙの配ྀや支援の方法について৬һ全һ

がٛߨをडけた。ネοトϫーク協ٞ会（うさ͗Ͷっと）

において、ҩࢣや̨̩からのใఏڙのを設けて

いる。ྩ ５年のୈ１ճ目では小ு総合පӃの̨̩

から「きこえにくさのある子ڙの理解と学校における

ましい環境整උの在り方」について、ྩ ６年ୈ

１ճ目ではこͲපӃのҩࢣから「きこえにくさの理

解と合理的配ྀ」という内容でお話をいただいた。

	�
　ྍ育・教育ؔػとの࿈ܞ

ᶃ　ૣࢧظԉௌ֮୲ऀ࿈བྷձ

内で、ௌ֮障害ೕ༮児にରするૣ期支援を行ってݝ

いるྍ育機関及び学校がใ交を行い、ݝ内のૣ期

支援の状گをѲすることを目的として年２ճ実施し

ている。参加機関はҎԼの３施設である。

・ઍ༿ݝ立ઍ༿学校　ͺんだルーム

・ஜ大学ෟଐௌ֮特別支援学校　けやきルーム

・ઍ༿ྍࢢ育ηンλー　やまびこルーム

ᶄ　ݝ教育ҕһձとの࿈ܞ

本校を理するݝ教育ҕһ会との連ܞはԿよりܽか

せない。本དྷ、在校生の教育のために配ஔされる৬һ

が地域支援を行うには、ਓ的な配ஔがෆՄܽである。

「うさ͗Ͷっと」に行の立からຖճ参加して

らっているが、ࠒから校として本校の役割やݱ状

をݝ教育ҕһ会と話し合う機会を設け、ݱとしてで

きること、行としてできることを֬ೝしている。

５　ͦのଞ

ʻௌ֮োのཧղ・ࢿൃܒྉʼ

本校ではௌ֮障害教育に関する資ྉを作成し、関

者に配するととにϗームϖージにࡌܝするなͲし

て理解・ܒ発を図っている。これまで作成した資ྉは

ҎԼの通りである。　

・「きこえとことの૬ஊ支援ηンλーリーϑϨοト」

・「きこえにくさを༗する子のためのαϙートブοク　࢛గ൛」

・「きこえにくい子のためのαϙートブοク　ଞの障害を

　ซせ༗する子編」

・「きこえにくい子のためのαϙートブοク　ೕ༮児編」

・「きこえの̦ˍ̖」（うさ͗Ͷっと作成）

これらの資ྉは、อޢ者をはじめ、ೕ༮児期、学ྸ

期等の子ڙに関わる支援者や指導者にとっての指と

なっている。

　　　　

ᶛ　考察

̍　ωοτϫʔΫのߏஙに͍ͭͯ

　ઍ༿ݝௌ֮障害教育ネοトϫークਪ進連བྷ協 （ٞう

͗Ͷっと）は、ฏ成2�年にୈ１ճ目が։࠵された。

ฏ成19年にࡦ定されたઍ༿ݝ特別支援教育ਪ進ج本

計画において「障害のある子一ਓ一ਓのライϑεテー

ジに応じた支援とネοトϫークのߏங」が͛ܝられた

こと、また特別支援学校がηンλー的機能を୲うよう

になったことなͲから、本ݝにおけるௌ֮障害教育の

ਪ進・充実を図るための体੍作りがٻめられていた。

ॳめは教育ҕһ会、特別支援学校やௌ学ڃ、関ҩ

ྍ機関等、ネοトϫークの必要性をײじでいる関者

で体੍づくりをはじめ、ঃʑに小中学校をする全

てのࢢொଜ教育ҕһ会、ࢱ機関等をרき込んでネο

トϫークを֦大した。一方で、小中学校に在੶するௌ

֮障害児のࢢொଜの取り組みには地域ࠩが見られた

ため、全ݝの関機関がूまる「うさ͗Ͷっと」にお

いて、ઌ進的な自࣏体の取り組みやௌ学ڃ等立ͪ上

͛のྫࣄなͲのใを共༗できるようにした。ࢢொଜ

の୲当者課題を๊えており、立をえて本Իの部

分で話し合えるとこΖが、行ではなく学校がݺびか

けて作っているこのネοトϫークのྑさといえる。今

後৽しい機関をרき込みながら、今ٻめられている

課題についてใを共༗していきたい。

図５

本校ٴͼ

͏͞ ͗Ͷͬと

ྉࢿ成࡞

図６　

͏͞ ͗Ͷͬと

のάϧʔϓผ

協ٞ
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ஙに͍ͭͯߏԉ体੍のࢧ教育のظૣ　̎

　これからの課題となる分である。ྩ 元年にग़さ

れた「ௌ児のૣ期支援にけたอ ・݈ҩ ・ྍࢱ・

教育の連ܞϓϩジΣクトใࠂ」では、各道ݝに１

カ所Ҏ上ௌ児支援のための中֩的機能を整උするこ

と、そのडけࡼとして、児童発達支援ηンλー・ࣄ業

所の機能をڧ化するため̨̩等の活用を評価する仕組

みを作ること、特別支援学校においてはૣ期支援の充

実を図ることとある。これまでは学校が、ब学につ

ながる取組としてೕ༮児のྍ育や教育૬ஊを୲ってき

たが、本དྷ、༮ஓԂલの̌ʙ２ࡀ児については学校教

育のରではなく、อ݈、ҩྍ、ࢱの領域となる。

「うさ͗Ͷっと」ج本的にはब学段階の子ڙを支援

するための組৫である。しかしながら、ௌのೕ༮児

が支援をडける機関はগなく、本校のͺんだルームに

全ݝから通ってくるため、地域でઐ的なྍ育をड

けたいというニーζは高い。まさに、ݝとしてௌ児

支援୲当部ہを໌֬にし、ૣ 期支援を含めた中֩的機

能を༗する体੍づくりがٸである。

̏　学 ・ྸ੨ظに͓͚るࢧԉ体੍のߏஙに͍ͭͯ

「うさ͗Ͷっと」を表とするネοトϫークのߏங

により、学ྸ期を支える支援体੍は年ʑ進んでいる。

ྫえ、本校の通ڃによる指導に関して、୲当して

いた２つのࢢが、今年からௌ学ڃや通ڃ指導教ࣨ

を立ͪ上͛たため指導をҠ行した。そのա程では、ݝ

とࢢ、学校がよく話し合い、立ͪ上͛の時期、Ҡ行期

間、Ҿ͗ܧ、Ҡ行後の支援なͲを話し合いながら進め

ていった。またҠ行後関がऴわるわけではなく、

「うさ͗Ͷっと」の一һとして、より݁びつきを深め

ていく。このような役割こそが今後ٻめられる特別支

援学校のηンλー的機能であると考える。これから

地域においてௌ児の学習や生活を支援する体੍が

作られていくよう本校の機能を発شしていきたい。一方、

੨年期支援では、ٛ 教育をଔ業した高校生等の教育

૬ஊは΄とんͲなく、実がよくわからないのがݱ状

である。ௌの生徒をରにした高等学校の通ڃによ

る指導行われていない。੨年期の子ڙたͪがͲのよ

うなࠔりײをって生活しているのか、必要な支援は

Կかを今後考えていく必要がある。

ஙに͍ͭͯߏԉ体੍のࢧとのؔػؔ　４

ҩྍ機関との連ܞにおいては、ݱ在 つ̐のපӃが「う

さ͗Ͷっと」に参加している。特にਓ内ࣖのखज़を

行うපӃにおいては、その後のྍ育・教育によって、

きこえや発Ի、発ޠの状態が大きくӨڹしていくため、

ྍ育・教育をडける機関とのใ共༗がܽかせない。

また、ௌにる࠷৽のҩྍ、ิ ௌ機ثなͲҩྍଆか

らのใは、ྍ 育・教育を行う機関にとって重要で

ある。おޓいの重要性をݱϨϕルではೝ識している

が、課題となっているૣ期支援体੍のߏஙについては、

อ ・݈ҩ ・ྍࢱを୲う行との連ܞがܽかせない。

ہの各部ݝとしてࡦづき、施ج本的には国の方にج

や教育ҕһ会が連ܞを図っていくべきのであるが、

「うさ͗Ͷっと」において、その୲当者に参加して

らい、ݱ状を共༗していくことが大切であると考え

ている。

ᶜ　͓ΘΓに

　特別支援学校がηンλー的機能を୲うことになって

から、その機能を発شするために本校を含む特別支援

学校は取り組みをଓけてきた。それから17年経って࠶

びηンλー的機能の必要性がٻめられているのはなͥ

か。一つは特別支援教育の理解が進みその教育をडけ

る子ڙたͪが小中学校において૿加し、ର応しきれ

なくなっていること。特にௌ֮障害に関しては、ૣ 期

教育の成果やิௌ機ثの進化等により小中学校で学Ϳ

子が૿えているが、教育環境の整උがいついていな

いことなͲが考えられる。しかしながら本校ができる

ことにݶりがある。このような時、Ͳこがやるのか

ということがٞされることがあるが、Ͳうやったら

できるのかに視点をมえていくべきである。そのため

には、みんながಉじ土ඨに立ͪ、この子たͪをԿとか

したいというࢥいをͪながら、一つͣつલ進めて

いくことである。「うさ͗Ͷっと」はそんな所の一つ

である。地域支援に関して本校でこれまでੵみ上͛て

きたઌਓの力にあらためてܟҙを表するととに、

これから本校はその役割を果たしていきたい。

ʲҾ用文献ʳ

１）ௌ児のૣ期支援にけたอ ・݈ҩ ・ྍࢱ・教育の連ܞϓ

ϩジΣクトใࠂ(ྩ 元年　ް生࿑働省、文部科学省）

２）ௌ児のૣ期発見・ૣ 期ྍ育ਪ進のためのج本方（ྩ

̐年　ް生࿑働省）

３）通ৗの学ڃに在੶する障害のある児童生徒の支援の在

り方に関するݕ౼会ٞใࠂ（ྩ５年　文部科学省）

̐）ઍ༿ݝ特別支援教育ਪ進ج本計画１࣍ʙ３࣍（ઍ༿ݝ教育ҕ

һ会）
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《優ྑ賞》 ֶ校部門

ֶͿ͜ͱをָ͠Ήࣇಐのҭ
～ಇతͳ学ͼの一ମతͳॆ࣮を௨してڠదͳ学ͼと࠷ผݸ～

อ　　म校ٱ
千葉ࢢ立ຊொখ学校

– 42 –



– 43 –



– 44 –



– 45 –



– 46 –



《優ྑ賞》 ֶ校部門

݈͔ͳମͱ৺をҭΈɺΑΓΑ͍生׆を創る࣮ફྗをҭͯるऔΓΈ
～教ҭ活動をʮݟ͢ʯޮ Ռత ʮʹͭͳ͙ ʯΑ͞ をʮ活͔͢ʯ活動を௨して～

ླ  　 ढ़ 一校
生ଜ立ീੵখ学校

Ⅰ　͡Ίに

̍　題のॴࡏ

　ྩ３年に校として本校にணした。教་時

を含め、今ճで３目の本校ۈだが、そのにײじ

るのは子Ͳたͪのૉさとਓջこさである。本校は

ઍ༿ݝ།一のଜである生ଜにある小学校で、ۙ 年は

地։発や大ܕళฮの進ग़が進んでいるとはいえ、प

ғにはたくさんのਫాががる地域にաごす子Ͳた

ͪには、やはり७なとこΖがあるのかしれない。

しかし、心配される໘あった。ࣄにফۃ的でडけ

な子Ͳたͪの様子、学力や体力・ӡ動能力のԼ

である。εマートϑΥンや࠷৽のήーム機といった、

進化してศ利になったใ機ثが子Ͳたͪの生活に

様ʑな題を生じさせているが、本校でそのが

ௐࠪࢴௐࠪにおける質گஶだ。全国学力・学習状ݦ

の݁果をみると、ؼ後にήームや動画視ௌ等にଟく

の時間をඅやし、その分学習の時間がݮり、生活リζ

ムの่れが心配されるがあった。コϩφՒで、子

Ͳたͪが܈れて༡Ϳことや、ଞ者と活発に関わるこ

とが੍ݶされたことによるѱӨڹ大きい。ָ しく体

を動かして体力やӡ動能力を৳したり、ਓと関わる

ָしさを知ったりする機会をܹݮさせ、子Ͳたͪの

生活がήームや動画視ௌとくことをڧく後ԡしし

た。これではせっかくਓがूい学Ϳである学校にい

て交ྲྀする力はे分に育たͣ、ਓ間関表໘的な

のとなったり、ࣦ ഊをڪれͣのびのびとઓするこ

とができなかったりすることがݒ೦された。

　Ͳんな学校づくりをల։すれ、この課題を解ܾで

きるかんでいた時、ウΣルϏーイングの考え方がख

ֻかりとなるのではないかとࢥい当たった。ް 生࿑働

省が「ݸਓのݖ利や自ݾ実ݱがอ障され、体的、ਫ਼

ਆ的、社会的にྑな状態にあることをҙຯする֓೦」

と定ٛしているように、子Ͳの体力とӡ動や݈߁な

生活をૹるための習׳をܗ成し、心理໘やਓ間関な

Ͳの社会的な໘で、ྑ な状態をつくれたら、ਓと

かかわる中で学Ϳ学校のよさを活かしながら、子Ͳ

の力を育てることができると考えたのである。

究࣮ફに͍ͭͯݚ　̎

　（１）研究の方

৽学習指導要領の実施や̜̞ ̜̖εクールߏのਪ

進なͲ、学校は大きなมֵのઅ目にあった。ಉ時に৽

められ、これまでになかっٻコϩφウイルεର応がܕ

た৽たな取組が૿える中で、ෛ୲をͲうݮらすかが学

校の๊えるۙのみになっていたのではないだΖう

か。学校の役割はະདྷのりखである子Ͳを育てる

ことであり、そのために行われる取組はͲれ大切だ

が、࣍ʑと৽たなのを加ࢉする発では、学校をま

すます機能ෆ全にؕらせてしまう。

　そこで、これまでの教育活動を「見す」、学校内外

のリιーεをޮ果的に「つな͙」、それらのྑさを「活

かす」という発で研究することとし、࣍のೋ点を೦

಄に取組を進めた。

　一点目は、৽たな視点をって教育活動を見し、

よりޮ果的になるようにҙ識して取り組むことである。

これにより、これまでやってきた活動のྑさを活かし

つつ、教৬һに大きなෛ୲をかけͣに活動をリニュー

アルし、今後࣋ଓできる取組にしていく。

ೋ点目は、طଘ組৫の活動を学校の活動につないで、

目標達成にޮ果的に活かすことである。生ଜには本

校を含め小学校３校と中学校１校、そして３つのこͲ

Ԃがあり、各校の教৬һが生ଜ教育研究協ٞ会（Ҏ

Լ協ٞ会と表ه）に所ଐして、ଜ内全教৬һでԂ小中

一؏教育ਪ進に取り組んでいる。ここでの取組を校内

の教育活動ਪ進とつな͛、ޮ 果を上͛るようにする。

　（２）実ફ内容

　　上هの点を踏まえ、࣍のような実ફを進めた。

　ᶃ　子Ͳを内໘で支える力を研究し、その視点か

　　ら教育活動を見して、ޮ 果的に行う実ફ

　ア　育てたい力をඇೝ知能力として໌֬化する。

　イ　ඇೝ知能力の視点で教育活動を見し実ફする。

　ᶄ　子Ͳがӡ動にしみ、体力づくりを進め、ӡ

　　動との関わり方を学Ϳ実ફ
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　ア　進んでӡ動にしむ環境をつくる。

　イ　体力上と体育授業の充実を図り、ӡ動のଟ

　　様な関わり方を学せる。

　ᶅ　生活や݈߁のݱ状を知り、より݈߁で安全な生活

　　をૹれるようにする実ફ

　ア　ଜ内の子Ͳの実態ௐࠪにجづいて、ܒ発やอ݈

　　指導をする。

　イ　子Ͳ自が考え、行動する活動を進める。

ϩ　ݚ究の֓ཁ

究͠ɺͦݚる力Λ͑ࢧͲΛ໘Ͱࢠ　̍ のࢹ͔Β

　教育活動Λݟͯ͠ɺ効果的に࣮͏ߦફ

　（１）育てたい力をඇೝ知能力として໌֬化する

　　学習にରするडけの࢟をมえ、ࣄにલきに

ઓできるようにするには、子Ͳの中でͲんな力が

育てよいのだΖうか。我ຫڧさやح心、自分を大

うことなͲ、要ૉとなる力を心理学的研究からࢥにࣄ

ௐべると、グリοト、ײௐ整、ָ 性、自ײ性、共؍

ଚײ、ϨジリΤンε、マインυ・ϑルネε等といっ

た֓೦があり、それͧれ育成を図る取組ࢼみられて

いた。ۙ 年では、これらの力を「ඇೝ知能力」として

扱うようになってきている。ඇೝ知能力とは「点

化・化することがࠔなೝ知しにくい力」「ࢥ考

やײ、行動についてݸʑਓがつύλーンのような

のを指す動的なଆ໘をつ力」とされ、ࣖ れな׳

いࣄから全く৽しい力ととらえられがͪだが、Ҏલか

ら表ݱをมえて様ʑఏএされ、学校教育で特別活動

や道ಙなͲの指導を通して育てられてきた力である。

　　今ճ、子Ͳに育てたい内໘の力をݸ別の心理特性

ではなく、࣍のような３つの力にまとめた能力܈と考

え、育成を目指した力をそれͧれҐஔづけた。

　ᶃ　自分とき合う力

　　（自分の内で自らのײをコントϩールできる力）

をりӽえる　等ࠔ、の安定ײ　　

　ᶄ　自分を高める力

　　（自৴やҙཉ等により自らをܒ発し上できる力）

　　自分を大切にする、ࠜ をલࣄく取り組む、ڧؾ

きにとらえる　なͲ

　ᶅ　ଞ者とつながる力

　　（ଞ者とコϛュニケーγϣンし協ௐできる力）

　　ਓに共ײしࢥいやる、力を合わせて取り組む、ద切

なコϛュニケーγϣンをとる　なͲ

　（２）ඇೝ知能力の視点で教育活動を見し実ફする

　　ඇೝ知能力は、子Ͳ自らが৳したいとҙ識する

ことで、ײや行動のม容につながって৳びる力であ

ることから、ʑの学校生活や教育活動を３つの力の

視点から見し、࣍のように実ફして育成を図った。

　ᶃ　学習の中で

　　本校ではઍ༿ݝがఏএする実ફϞσルϓϩグラム

にجづいた授業վળに取り組んでいる。「見いだす」

段階では、学習課題を自分ࣄとしてとらえられるよう

して、ҙཉ的に取り組めるようにする。「まとめ

あ͛る」段階のでは、まとめを自分のݴ༿で表ݱ

させる中で、分かったことの֬ೝだけでなく、これか

らͲう生かせそうかと考えさ、より深まりのあるまと

めとなるよう、ৼりฦりの充実ࡧしている。్ 中

の学習ա程ではグルーϓ学習なͲを取りೖれ、ର話的

な学びとしてきたが、λブϨοトを活用し

た授業のෳઢ化を図り、子Ͳが自らの学習内容をબ

して学Ϳことに取り組み࢝めている。

　　Ոఉ学習習׳化のために、ຖ ݄にڧ化ि間を設け、

Ոఉの協力ಘながら取り組んできたが、自分に必要

な学びを考え、計画、実行、分ੳ・࿅習、ৼりฦりす

る自ݾௐ整学習切りସえ、メλೝ知の力を高めるこ

とに取り組み࢝めた。

　　また、生活科や総合的な学習の時間の年間計画見

し、地域の「ਓ・の・文化」を通して学ͿϏϨο

ジελσィとして、୳究活動とଟ様なਓʑとの関わり

からଟくの学びをಘる機会を૿やすことで、ඇೝ知能

力を育成するとなるようにしている。

　　５年生の॓ധ校外学習では、自然体験活動に加えて、

間との関わりや、ふれあいを通して学びがಘられる

ϓϩジΣクト・アυϕンνϟーを取りೖれている。ま

た、そうした校外学習やӡ動会なͲの学校行ࣄでのৼ

りฦりを充実させるためにキϟリア・ύεϙートの活

用を図っている。

ϓϩジΣクト・アυϕンνϟーの様子
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　ᶄ　特別活動の中で

　　児童会組৫体੍は、教һओ導のܗから児童自らが学

校生活の課題について自分ࣄとして考え、話し合い、

解ܾにけて取り組むܗになるようมߋした。課題を

見つけたり、話し合ったりするٕ能を指導しながら、

自ら考えંり合いや合ҙܗ成を学び、実ࡍの活動で自

を高める経験ができるようにしている。児童ײ力ޮݾ

会本部ओ࠵の「１年生をܴえる会」や「ࣣ༦ू会」で

は、全校を１̌ ൝΄Ͳのҟ学年グルーϓに分け、高学

年がリーμーとなるू会活動を行っている。ճを重Ͷ

るごとに児童会本部のアイσアは๛かになり、リーμー

をめる高学年の行動力に成がみられた。

ࣣ༦ू会の様子

　　クラブ活動では「この指とまれ」方ࣜを࠾用した。

子Ͳ自が、Ͳんなクラブを։きたいか考えをまと

めたϙελーのܝ示や、校内์ૹを通して̐ ʙ６年生

にݺびかけ、活動݅をຬたしたクラブを։設する方

法である。活動内容児童自が話し合ってܾめて実

施している。

　ᶅ　学校生活の中で

　　学校生活໘ではৗ的にҟ学年グルーϓをߏ成

してॎ割りਗ਼に取り組んでおり、１年生をܴえる

会なͲのू会活動でҙ図的に設けたҟ学年交ྲྀが、

ຖの生活にがるようにしている。また、ొ 校

後の校ఉਗ਼なͲのϘランティア活動をਪし、「自

分Ҏ外の୭かのために」「自分が୭かの役に立つ」と

いうҙ識を育てるきっかけとしている

６年生によるϘランティアਗ਼

Ͳ͕ӡ動に͠Έɺ体力ͮࢠ　̎ Γ͘ΛਐΊɺӡ動

　とのؔΘΓ方Λ学Ϳ࣮ફ

　（１）�進んでӡ動にしむ環境をつくる

　　ӡ動れの子Ͳはӡ動経験のগなさや、間と

「いݏやらͣ」れて༡Ϳָしさを知らないことで܈

になっているうͪに、体力Լしてますますӡ動

れが進むѱ॥環にあるのではないか。この状گを

ഁるには「ӡ動させる」のではなく、༡びの中で体

を動かし、間と一ॹに活動することを通してӡ動

のָしさに৮れる経験を૿やすことが大切だと考え

外༡びをੵۃ的にקめた。そうしたとこΖ、教һ

一ॹに、というが৬һから上がった。そこで、で

きるਓはできる時に、できるܗで༡んで΄しいとݺ

びかけた。

本的に内容は自༝ج、み時間の「༡び」なのでٳ　

である。َ ごっこにڵじた時あれ、αοカー

Ϙールのリϑティングήームの時あるというように、

その時ʑで内容มわるが、ӡ動がಘҙな教һは一

ॹにَごっこやαοカーなͲのӡ動をしてよいし、

体力໘でແ理があったり、༡۩なͲの༡びだったり

した合は、そで見कるܗでよい。活動を共に

したり、༡びのۭ間に一ॹにいて、その後の会話で

を共༗したりする中ͪ࣋ؾ

で、ӡ動や間との関わり

のָしさにふれさせながら、

教һと子Ͳ、子Ͳಉ࢜

のਓ間関をߏஙするよう

にしている。

　み時間の様子ٳ

（２）�体力上と体育授業の充実を図り、ӡ動のଟ

　　様な関わり方を学せる

　　ຖ年、৽体力テεトや５年生ରの全国体力・ӡ

動能力、ӡ動習׳等ௐࠪが行われているが、ଜの協

ٞ会はこうしたใの交ができるである。

　　こうして共༗したใを参考に、各校がそれͧれ

体力上ҕһ会を։き、各学校のݱ状を踏まえた体

力上ࡦをݕ౼して、体育の४උӡ動やิڧӡ動に
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　組みೖれたり、༡びの中で取り組めるようにし

たりする実ફを進めている。

　　ྫえ、各校に共通して課題の見られた「͛る

力」の上ࡦでは、ੲの༡びだった৽聞ࢴのࢴమ๒

で、༡びながら͛るϑΥームづくりをしたり、ݞ

のෛ୲ܰݮと体に当たって௧くないように৽聞

をؙめて作ったϘールでキϟονϘールをしたりࢴ

するなͲのを行った。また体育ؗのน໘をっ

てϘール͛の的を作り、的あてで༡びながら͛

る力の上を図った。

　　　　　　　　　

　　　　　�

৽聞ࢴの自作Ϙール

　　体育科の授業は接的にӡ動や体力づくりに働き

かけるのであり、その充実が体力づくりやӡ動に

しうとする態をഓうことにつながる。しかし

教һ全てが体育指導にけているとはݶらない。Ͳ

の教һにとって取り組みやすい授業վળࡦとして

学習カーυ活用に目した。学習のͶらいや見通し、

ৼりฦりがয点化しやすく、ӡ動の仕方やϙイント

まで視֮的にѲできるからである。導ೖに特にٕ

能を要せͣແ理のないܧଓができる。Ͳこの学校で

当たりલに行っている学習カーυ活用だが、ޮ 果

的なカーυ利用は学習の仕方をにけさせ、ӡ動

を「する」だけでなく「みる、支える、知る」こと

になり、কདྷ的にӡ動に様ʑなܗで関わること

とつながる経験になると考える。

学習カーυの一ྫ

　　そこで、体育ओが中心となり、ઌ進校やଞݝで

։発され、公։されている学習カーυのσーλを全

学年分ऩूし、৬һࣨのネοトϫーク上で共༗して

全৬һが自༝にӾ覧できるようにした。教һは必要

な学年や単元のカーυを୳して、ෳのϞσルの中

から自分の授業のߏに合わせたカーυをબんだり、

खを加えたりして活用している。さらにを加え

たカーυは、ଞの教һえるよう、ੵしていく

ようにした。

̏　生活݈߁のݱঢ়ΛΓɺよΓ݈߁Ͱ҆શな生活

ΛૹΕるよ͏に͢る࣮ફ

　（１）ଜ内の子Ͳの実態ௐࠪにجづいて、ܒ発やอ

　݈指導をする

　　ネοトのٸなී及による生活習׳のཚれな

Ͳの課題にରしては、協ٞ会のอ݈部会（ҎԼอ݈

部会）が、実態ௐࠪとその݁果にجづいた実ફを行

うとのことで、その活動を課題解ܾとつな͛た。

　　実態ௐࠪは、εマϗやήーム機なͲのネοト

の所࣋や動画視ௌなͲの利用内容、利用時間やब

৸ىচ時ࠁなͲをௐべるアンケートで、ଜ内全ての

小中学生をରに実施した。学年はアンケート用

ೖし、中学年Ҏ上の児童生徒はᶗ̘ه者がޢをอࢴ

̩を利用した。

　　ूされたσーλについては、อ݈部会が݁果整

理と分ੳを行い、生ଜ小中連ܞอ݈ਪ進会ٞの資

ྉとして活用することで学校や教育関者にप知し

たり、ଜ内共通อ݈だよりを作成してอޢ者のܒ

発活動を行ったりした。

ଜ内統一อ݈だより

　　また、ௐࠪ݁果をجに、ཆޢ教་とอ݈ओࣄが協

力して、各校の実態に合わせた指導資ྉを作成して、

อ݈指導をల։した。
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อ݈指導の様子

　（２）�子Ͳ自が考え、行動する活動を進める

　　อ݈指導として教һଆから児童生徒けた授業

をల։するだけでは、自分ࣄとして考え、行動する

力を育てる点がऑい。知ったࣄや教えられたࣄをج

に、考えたことを۩体的な活動にすることでॳめて

自分ࣄとして考えたことを実ફする力にมわってい

く。そこで、อ݈指導の授業で自分たͪのݱ状につ

いてのௐࠪ݁果やましい生活について学んだ後で、

自らの生活をৼりฦらせ、݈ な生活や݈やかな体߁

をつくるためにͲんな行動がとれるか、それを校内

に͛ていくにはͲうするかをอ݈ҕһ会で話し合

わせた。全校ҙ識化を促すܝ示の作成や、校内

์ૹの利用で、݈ けてできることを全な生活に߁

校で考えてらう活動とつな͛た。

อ݈ҕһ会作成のܝ示

Ϫ　·とΊ

　　ඇೝ知能力の৳びについては、子Ͳたͪ の࢟のม

化で見ているが、ྫ え上部のબखબ抜から࿙れて

Ҿきଓき参加して活動をଓける児童がྫ年より૿

えているなͲ、લきな࢟が૿えてきている。ࣣ ༦ू

会なͲの活動ではָしそうに参加するԼڃ生を盛り上

͛ようと、自分た ָͪしみながらӡӦする上ڃ生の

からは「自分Ҏ外の୭かのために」࢟が見られ、その࢟

　というҙ識が育ってきているのがײじられる。

　　学校評価を見ると「学校に行くのがָしい」の項目

の児童のߠ定的ճは、ྩ ５年で̓̓ ．̐ ˋと

લ年と΄΅ಉじだったが、「よくあてはまる」のճ

が૿えており、学校生活のຬが上がっている

のがわかる。ಉじ項目にରしてのอޢ者ճではલ年

より１２ˋ上ঢし、̔ ６．̓ ˋとなっていた。ま

た、行ࣄやू会のੵۃ的な参加について聞いた項目

で、児童、อޢ者とに̔̌ ˋをえるߠ定的ճ

がدせられ、ふれあう活動が充実してきていることが

うかがえる。

　　ࠒの校ఉの様子では、学年をわͣ外にग़て༡Ϳ

子Ͳが૿え、ҟ学年が一ॹに༡Ϳ࢟ଟく見かける。

体育でమ学習をした学年は、ٳみ時間にいͪ くૣమ

にۦけدってླなりになって༡んでおり、授業での

充実Ϳりがうかがえる。৽体力テεトの݁果、学年

やछ目によってҧいはあるが、ݝฏۉのをえる

छ目が૿え、ӡ動能力ূのड者のਪҠでは、コϩ

φՒҎલのਫ४にまでってきている。

な生活についてのҙ識にม化が見える。લ年߁݈　　

の６年生では2���ˋがฏのネοト利用が一�

時間をえていたが、ཌ年の６年生では1��7ˋにݮগ

するなͲ、एׯとはいえߠ定的ม化が見えている。

　　しかし、全国体力・ӡ動能力、ӡ動習׳等ௐࠪのճ

で「ӡ動は大切」が90ˋをえるが、ӡ動時間のೋ

る。ネοはຒまっていないなͲ課題がߔの化ۃ

ト利用やましい生活習׳なͲ含め、಄で理解

するだけでなく、実ࡍの行動ม容とつながる実ફに

これから೪りڧく取り組んでいく必要がある。

ϫ　݁ͼに

　　一つの取組で子Ͳがܶ的にมわるのなら、これ

΄Ͳָなことはない。ݱ実はそんなに؆単なのでは

ない。しかし、લに進うと取り組んだことは、֬ 実

に子Ͳの࢟のม化というとなっていく。１̌ 年

後、２̌ 年後൴らがͲんな大ਓになり、Ͳんな社会を

っていくのか。その࢟をָしみにてるように、目

のલの「今」の実ફに知ܙをߜり、力をਚくしていく

学校でありたい。校ࣨの૭の外から「さようならʂ」

と໌るい大きなであいさつしてԼ校していく子Ͳ

たͪの࢟に、今元ؾをらいながら、そんな学校

をっていこうとܾҙを৽たにしている。
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《優ྑ賞》 個人・グループ部門

ʰཧՊڭҭに͓͚るओମతͳֶͼの࣮ݱをͯ͠ࢦʱ
～ʮ୯ݩࣗ༝ਐ学शʢࣗ学शʣʯの༗ޮੑʹ͍ͭての一ߟ～

ߔ ޱ 　 ߒ 教諭ݩ࢘
立ୈೋத学校ࢢ川ࢢ

– 52 –



– 53 –



– 54 –



– 55 –



– 56 –



《優ྑ賞》 個人・グループ部門

ཧՊ・ֶՊ・ඒज़ՊにΑる45&".ڭҭのत࣮ۀફ
～৽たͳՁ؍をおΑͼҭΉたΊのΧϦΩϡラϜσβΠンの֬立～

౻྄生 େඒथ લాݡ一�教諭 ɾ ɾ
ધࢢڮ立൧ࢁຬத学校　ݚڀݚम෦

１ 　はじめに

　本校では、教育%9（デジタルトランスϑΥーϝー

ション）の取り組みを進め、*$5（報通৴ٕज़）を活用

したઌ進的な教育ڥの備を進めてきた。これによ

り、生徒一人ͻとりがデジタルπールを活用し、主体

的かつ協働的に学Ϳڥがいつつある。文部科学省

（2018）は『学習指導要領（平成29年度告ࣔ）ղઆ૯

ଇ編』において、ࢿ ・࣭能力のࡾつのபがバランスよ

く育成されることを指し、主体的でର的でਂい学

びの実現や授業վળ、カリキϡラム・Ϛωジϝントの

充実をٻめている【ø】【ù】。

　本校では、ࣗ ら課を見つけ、ࣗ ら学びະདྷをる

学力をにつけるための、学習のج൫となるࢿ ・࣭能

力を育成する授業実践を各教科で行っている。しかし、

各教科等には、それͧれの教科で育成を指すࢿ ・࣭

能力があるため、教科間で連携し、学習した୯ݩをそ

れͧれの教科でどう݁びつけるかについては、備が

ඞ要である。

このようなഎܠから、本校では理科・学・ඒज़科

の�教科を連携させた45&".教育を導入し、生徒がҟ

なるࢹから学びをਂめ、新たなՁをするため

のカリキϡラムデザインを֬立することを指した。

۩体的には、デジタルπールを活用して生徒がࣗら課

をઃఆし、ղܾに向けた୳究活動を行うことで、理

科・学・ඒज़科の知ࣝを૯合的に活用し、力や

ղܾ能力の育成を指した。これにより、生徒た

ちはະདྷの社会でඞ要とされる多֯的なࢹと૯合的

なղܾ能力をにつけることができると考えた。

２　教育Ծઆ

	1
 教育Ծઆのઃఆ

　本校の教育%9の取り組みにより、生徒が*$5をੵۃ

的に活用するڥがった（ྩ�年度実ࢪの全国学

力ঢ়گௐࠪで、1$・タブレット使用率は本校99�、千

葉県平�1ۉ���、全国平�1�1ۉ�）。このঢ়گを౿まえ、

理科・学・ඒज़科の�教科をデジタルπールで連携

させた45&".教育を実践することとし、以ԼのԾઆを

ઃఆした。

１）教科間の連携による学びのਂ化

Ծઆā�教科が連携することで、生徒が各教科の知ࣝ

　　 やٕ能を౷合的に活用し、学びがਂ化する。

ā教科ԣஅ的アプローチにより、習ಘした֓೦やڌࠜ

　　 スキルが૬ิޓされ、ਂ い理ղがಘられる（文

　　 部科学省 2018）【ø】。

２）デジタルπールを活用した教科ԣஅ的学習の促進

Ծઆāデジタルπールを用いた୳究活動により、教科

　　 をԣஅした学習が༰қになる。

āデジタルπールは、ҟなる教科の学習内༰を౷ڌࠜ

　　 合し、૬ޓに関連付けることを༰қにし、リア

　　 ルタイムでのϑΟードバックやରが促進され

　　 る。また、各教科でഓった思考力やղܾ能

　　 力を他の教科の学習にԠ用することができる

　　（0&$% 2020）【ú】。

３）力とղܾ能力の育成

Ծઆā45&".教育の実践により、生徒の力と

　　 ղܾ能力が向上する。

、ā理科・学・ඒज़科の知ࣝを౷合的に活用しڌࠜ

　　 ୳究活動を通じて力やղܾ能力が育成

　　 される（大୩ 2021）【û】。

　このように、45&".教育の実践を通じて、学びのਂ

化、学習意ཉの向上、力とղܾ能力の育成を

指した。これにより、生徒たちはະདྷ社会でඞ要と

される多֯的なࢹと૯合的なղܾ能力をにつ

けることがظされる。

３　研究の方法及び研究Ծઆ

　（１）研究の方法

本研究では、理科・学・ඒज़の�教科を౷合した

授業を実ࢪし、生徒の学びをධՁした。共通のࢹと

してϑΟボナッチྻとԫ金ൺを用い、各教科での୳

究活動を通じて学びのਂ化を指した。

　（２）�教科共通の「ࢹ」について
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　ϑΟボナッチྻとԫ金ൺは、ࣗ વքやݐங物、ܳ

ज़作品に見られるنଇ性をࣔすものであり、これらの

֓೦は理科・学・ඒज़に共通している。本実践では、

この共通ࢹを࣠にஔき、以Լのように教科をԣஅし

た教育実践の計画をした。

理科āࣗքにおけるنଇ的なߏ（২物の葉のつき方

　　 やリサージϡۂઢ）を؍し、そのඒしさとن

　　 ଇ性を理ղする。

学āԫ金ൺやϑΟボナッチྻの学的な֓೦を学

　　 び、日ৗ生活の中でそのൺ率をൃ見・ূݕする。

ඒज़āԫ金ൺやϑΟボナッチྻを用いたඒしいデザ

　　 インを作し、ௐのとれた作品を੍作する。

̐　理科の授業の実際

　（１
実践事例

理科の授業においてϑΟボナッチྻとԫ金ൺにয

をてた୳究活動を実ࢪした。この活動を通じて、

生徒がࣗવքのنଇ性を科学的に理ղし、他の教科で

の学びにԠ用することを指した。

　（２）授業の֓要

テーϚāࣗવքにおけるϑΟボナッチྻとԫ金ൺの

　　　 ୳究

ର　ā中学�年生

間ā�時間（̑̌分ʷ̒コϚ）　ظ

　ඪāࣗવքに見られるنଇ性を؍し、ϑΟボナッ

　　　 チྻとԫ金ൺの֓೦を理ղする

授業の۩体的なステップ

導入 動画ࢹௌāϑΟボナッチྻとԫ金ൺについ

ての֓要を学Ϳ

デΟスカッションā動画をجに生徒ಉ࢜で

ϑΟボナッチྻとԫ金ൺの۩体例を考える

と؍ ϑΟールドϫークā校ఉやۙྡのࣗવڥで

実験 ϑΟボナッチྻやԫ金ൺに関連するࣗવ物

を؍し、ࣸ ਅをࡱӨ

実験�実験ࣨで২物の葉の付き方やアンϞナ

イトの֪のܗঢ়を؍し、نଇ性を֬ೝ

データ データ収集ā݁؍Ռをデジタルπール

の収集 （(PPHMF 4IFFUT）にまとめる

と分ੳ データ分ੳāϑΟボナッチྻやԫ金ൺがど

のように現れるかを分ੳ

ൃදと プレθンテーションā各൝が݁؍Ռと分ੳ

共有　 内༰を(PPHMF 4MJEFTでൃද

共有āൃද内༰を(PPHMF $MBTTSPPNで共有

し、クラス全体でϑΟードバックを行う

　（３）授業の݁Ռと考（理科）

　理科の授業では、ϑΟボナッチྻとԫ金ൺをテー

Ϛに、ࣗ વքのنଇ性を؍し、୳究活動を行った（図

12��）。生徒はࣗવքのඒしさとنଇ性を科学的に

理ղし、理科へのڵຯをਂめました。ϑΟールドϫー

クでの݁؍Ռをデジタルπールでまとめ、ൃ දと

ϑΟードバックを行った（図��）。

 　　 

図１ ྻに関する動画ࢹௌ    図２ リサージϡۂઢ

 　　　　　 

図３ ࠜで見られるنଇ   　 図̐ ܪで見られるنଇ

 　　  　 

図̑ نଇを୳す生徒     図̒ ൃදする生徒の様ࢠ

　生徒は、ϑΟボナッチྻやリサージϡۂઢなどの

۩体的な例を通じて、نଇ的なߏのඒしさを実感す

ることができていた。ࣗ વքのنଇ性を科学的に理ղ

することで、生徒は理科へのڵຯをਂめた。؍やൃ

දを通じて、他の生徒のࢹを知り、ࣗ 分の理ղをਂ

めることができていた様ࢠであった。

̑　学の教育実践

　（１）実践内༰

　本校では、学の授業においてԫ金ൺとϑΟボナッ

チྻをテーϚにした୳究活動を実ࢪした。この活動

を通じて、生徒が学的なࢹからඒの֓೦を理ղし、

他教科との連携をਂめることを指した。

　（２）授業の֓要

テーϚāԫ金ൺとϑΟボナッチྻの୳究

ର　ā中学�年生
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間ā�時間（̑̌分ʷ̑コϚ）　ظ

　ඪāԫ金ൺとϑΟボナッチྻの֓೦を理ղし、

　　　 これらが日ৗ生活やࣗવքにどのように現れ

　　　 るかを学Ϳ

授業の۩体的なステップ

導入 生活の中に見られるඒしいൺ率āۙな物や

からԫ金ൺを見つけるࢴ新書、"�用、໊

とԠ࢙ā動画を通じてԫ金ൺのྺىשຯのڵ

用を学び、生徒のڵຯを引く

づいجにݪと ԫ金ൺの作図āϢークリッドの؍

作図　 て、ԫ金ൺの長方ܗとԫ金ཐટを作図

活動āඒज़の授業で取り上げた「ௐのূݕ

ඒしさを感じる作品」を学的なࢹでূݕ

し、ԫ金ൺやԫ金ཐટがଘ在するか֬ೝ（図

�8）

Ԡ用と Ԡ用āܗ֯ޒܕからԫ金ൺを導く

ൃද　 に取り組む（図9）

ൃද活動āグループごとに݁ূݕՌをまと

め、プレθンテーションを行う

 　　　　 

図̓ ԫ金ཐટを୳す様ࢠ 　 図８ ԫ金ൺを୳す生徒

　（２）授業の݁Ռと考（学）

学の授業では、ԫ金ൺとϑΟボナッチྻをテー

Ϛに、学的なࢹからඒの֓೦を୳究した。生徒は

日ৗ生活やࣗવքにおけるԫ金ൺをൃ見し、作図やݕ

ূ活動を通じてそのॏ要性を学んだ（図910）。

図̕ ܗ֯ޒܕからԫ金ൺを見出す課

　   

図10　 (FPHFCSBでԫ金֯1����˃でԁをஔした

この活動を通じて、生徒はࣗવքにおけるنଇ性と

学的֓೦の関連性を理ղし、学がࣗવքのߏをઆ

໌する有ޮなखஈであることを学んだ。

̒　ඒज़の教育実践

　（１）実践事例ʙ੍作編ʙ

୯ݩ ɿ໊「ࢲの思うௐのとれたඒしい作品」

【1・2時間】

(PPHMFスライドを使用し、ࣗ 分が思う「ௐのと

れたඒしい作品」についてௐ学習を行った。有໊

ֆ画、アニϝ、様、ށߐ切ࢠなど、બばれた作品

は多छ多様でした。これらの作品を�教科共通の

(PPHMFサイト

「45&".教ࣨ」に

アップロードし、

他の生徒の見方や

考え方を知る機会

をઃけた（図11）。

　　　　　　　　　図11　運用した(PPHMFサイト

【�ʙ�時間】

　学のࢿྉとして、ඒज़の授業で取り上げた作品に

ԫ金ൺがӅされていないかをূݕした。৭の৭やߏ

成についても学び、ඳ画πールを使ってزԿ学様の

ੈ、成の࿅習を行いました。またߏ քの文様をௐ、

ଇ的なඒしさや文化の違いによるද現の違いについن

て学んだ。

【8・9時間】

　学んだことをجに、ࣗ 分のද現しやすいٕ法をબ

し、「ඒしくௐのとれたܗのデザイン」を主体的に੍

作した。

　（２）実践事例ʙまとめ編ʙ

୯ݩ ɿ໊「45&".教 （ࣨ教科ԣஅ的な授業）を振り返り

プレθンࢿྉを作成する」

【10ʙ12時間】

　ࣗ分が考える「ඒしくௐのとれたܗのデザイン」

とはԿかについてプレθンࢿྉを作成した。୯ݩඪ

をルーブリックධՁのج準にҐஔ付け、学と理科で

学んだ内༰をࡌه݅とした。また、新たなՁのൃ

見というキーϫードを課にࣔし、生徒が主体的にࣗ

分の੍作した作品と向き合えるようにした。

　（３）生徒の成Ռ物と考（ඒज़科）

生徒"は、Ӕ巻がඒしいと感じ、ԫ金ൺの長方ܗを

֯度を変えてॏͶたものを作成した（図12）。また、
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　　「ඒしくௐのとれたもの」を見た時、人はԿを

　　感じますかʁ

以Լ、多かった回をまとめたものである。

● 理科と学の授業のつながりは、計算や実験

の݁Ռや法ଇやグラϑがొする໘で感じた。

● ඒज़と学の授業のつながりは、نଇ的にฒんで

いる様や、図ܗの学習をしている時に感じた。

● ඒज़と理科の授業のつながりは、২物のスέッチ

や化学Ԡで৭が変わった時に感じた。

● ඒしくௐのとれたものとして、ֆやࣸਅなど「ܗ

や৭のバランスがྑいもの」をڍげた。

● 「ඒしくௐのとれたもの」を見た時の感とし

て、「きれい」「৺がམちணく」「感動する」

ۙ、ॳの݁Ռを֬ೝしながら࠷ くの生徒ಉ࢜でࣗ分

たちの変༰についてし合い、感じたことを共有した

（図1�）。

図1�　授業の中で出た意見	(PPHMF スライド


、ऴ的な振り返りとして࠷後に、�教科合ಉ授業の࠷

(PPHMFϑΥームを使用して生徒にアンέートを実ࢪ

した。以Լに、࣭ 内༰とその݁Ռをまとめた。

　【࣭内༰�߲】

　　理科と学、ඒज़の授業のつながりを感じること

はできましたかʁ

　　ᶃ　の理༝はԿですかʁ

　　デザインを੍作するにあたって、教科をԣஅして

学んだ݁Ռ、取り組みやすくなりましたかʁ

　　ᶄ　の理༝はԿですかʁ

　　ඒしくௐのとれたものとฉいてどんなものがあ

りますかʁ

　【アンέート݁Ռ】

　߲ᶃの平ۉは���であり、ൃ දを見てඒज़には

学的なඒしさがあると感じる生徒が多いた（図1�）。

　߲ᶅの平ۉは��9であり、「ٕ法を上खに使えば、

上खに出དྷることがわかったがࣗ分はٕ法を上खにデ

生徒#は、学的なنଇ、理科のࣗવքのنଇ、ੈ ք

の文様で学習した知ࣝをجに、テーϚύークのݐ物

とՖՐをද現した。生徒のコϝントでは、「ඒしくௐ

のとれたデザインにするためにࢼ行ޡࡨした݁Ռ、思

考力とղܾ能力、広いࢹ野と力がについた」

との意見があった（図1�）。

　これにより、ඒज़の授業を通して、新しく学んだ知

ࣝをجにする力が

育まれたと考えられる。

　作品を成させるだ

けでなく、プレθンࢿ

ྉを作成することで、

生徒がࣗの考えをま

とめ、ࠜ に݁جをڌ

を出すプロηスが֬ೝ

できました。また、多

くの生徒がࣗવքや日

ৗ生活の中にあるنଇ

性に気付くことができ

た。
　　　　　　　図121�　生徒"と#のスライドൈਮ

̓　�教科（理科・学・ඒज़）合ಉ授業の実際

　（１）実践事例ʙ振り返りʙ

学習課ɿ「45&".教ࣨの振り返りをしよう」

�か݄間取り組んできた45&".教ࣨの振り返り授業

を、各クラスから代ද者

1໊をબ出し、ൃ දを行

うܗの授業を�クラス合

ಉで行った（図1�）。　

　　　　　　　　　　図1�　�科合ಉ授業のようす

生徒ൃදの後、45&".教ࣨの授業の࠷ॳに行ったア

ンέートを各ࣗで֬ೝした。

　【࣭内༰�߲】

　　理科と学の授業のつながりを感じる時はどんな

　　時ですかʁ

　　ඒज़と学の授業のつながりを感じる時はどんな

　　時ですかʁ

　　ඒज़と理科の授業のつながりを感じる時はどんな

　　時ですかʁ

　　ඒしくௐのとれたものとฉいてどんなものがあ

　　りますかʁ

ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

ᶇ

ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

ᶇ
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ザインと݁びつけることができなかった」「どのような

要ૉがあればඒしく見えるのかわかって、デザインす

るときにԫ金ཐટを使おうとか৭૬でิ৭の৭を使

おうとかが思いුかんできて作りやすくなった」との

回があった（図1�）。

図1�　振り返り	(PPHMF GPSN
߲ ᶃの݁Ռ

図1�　振り返り	(PPHMF GPSN
߲ ᶅの݁Ռ

߲ᶇでは、多くの生徒が「校ষ、アップルのϚー

ク、有໊作Ոのඒज़作品等」の۩体的な໊લをڍげる

ことができていた。

　この݁Ռを౿まえ、生徒はۙくのಉڃ生とࣗ分たち

の変༰についてし合い、感じたことを共有しました

（図18）。また、「この学びは今後生活の中にどのよう

に生きると思うか」について、झຯ、学習、日ৗ生活、

社会生活の�つのカテΰリーに分類した+BNCPSEにࣗ

分の意見を出し合った（図18）。

図18　生徒が書き出した意見	KBNCPSE


８　実践のまとめ（成Ռと課）

	１
成Ռ

 ・ 生徒は�教科の間でつながりがあることをൃ見した

ことがわかった。ϑΟボナッチྻやԫ金ൺなどのن

ଇ性が、それͧれの教科で見られることを知り、ඒし

いデザインやࣗવքのඒしさに関連していることに気

付いた。

 ・ 授業を通じて、これらの教科がޓいに関わり合って

いることを理ղし、新たなࢹから学Ϳتびを見出す

ことができた。

 ・ 学や理科の֓೦をデザインに取り入れることで、

バランスやඒしさをٻする方法について新たなՁ

を生み出す力をにつけることができた。

 ・ ෳの教科のࢹを活用することで、アイデアの෯

が広がり、主にԊったデザイン੍作に取り組みやす

くなったと感じる生徒もいた。

	２
課

 ・ ԣஅܕの教育を経験したことでデザイン੍作がしや

すくなったと感じている生徒もいれば、しかったと

感じている生徒もいた。

 ・ 多くの生徒はҟなる教科の知ࣝを組み合わせること

で新たなࢹやアイデアをಘられるようになったよう

だが、一部の生徒は様々な教科を取り入れることがや

やෳࡶであった。

 ・ 一ఆ、作品੍作に学んだことを生かしきれなかっ

た生徒がいた。45&".教ࣨでԿを学Ϳのかをもっと໌

֬に生徒にえるඞ要があった。

̕　おわりに

　今回実ࢪした、ԣஅܕ授業では生徒にҟなる教科を

݁びつけ、૯合的なࢹとղܾ能力を養った。こ

れにより、কདྷの職でのॊೈ性や新たなアイデアの

ൃ見、ෳࡶな課にରするアプローチ能力が向上する

と考えます。例えば、デザインやビジωスの分野では、

多֯的なࢹでのアプローチやҟなる知ࣝ領域からの

アイデアがٻめられるはͣである。この授業はそれら

のスキルを育成し、生徒たちがকདྷ໘する様々な課

にରしても、新しいࢹからղܾࡦを提案する能力

を養うことにつながるのではないだΖうか。

【参考文献】

【ø】文部科学省『学習指導要領（平成29年度告ࣔ）

ղઆ૯ଇ編』�日本文教出版 2018年

【ù】中ԝ教育৹ٞ会	2021
�「ྩの日本ܕ学校教育」

のߏஙを指してʙ全てのࢠ供たちの可能性を引き出

すݸ別࠷దな学びと協働的な学びの実現ʙ	

ਃ
�2021 年  Q ���-�8�

【ú】0&$%� �'VUVSF PG &EVDBUJPO BOE 4LJMMT 20�0� 

0&$% -FBSOJOH $PNQBTT 20�0��

【û】大୩	2021
 �45&".教育実践のおける୳ٻと

のॅ�日本科学教育学会年会文集 2022年
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《優ྑ賞》 個人・グループ部門

ֶͼを࣮生׆に生͔すࣇಐのҭ
～৯ҭを と࣠したΧϦΩϡラϜσβΠンを௨して～

੨  　 େ 教諭
千葉ࢢ立খখ学校
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《優ྑ賞》 個人・グループ部門

ΓํࡏௐྗをҭΉ৯ҭΧϦΩϡラϜのݾࣗ
～学शํུのࣗݾௐを௨して～

ࢁ ຊ 　 ༟ 教諭و
ߋࢢ立חখ学校
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《ྭ賞》 ֶ校部門

৺ཧత҆શੑ͕高ֶ͍校ͮ Γ͘
～生 ɾెอޢ ɾऀ৬һの୭͕ ҆৺Ͱ͖ Δڥをͭ͘ Δ̓ ͭの࣮ફ～

த � ඌ 　 　 ਸ校
ߋࢢ立ࠜؠத学校

– 73 –



– 74 –



– 75 –



– 76 –



– 77 –



《ྭ賞》 ֶ校部門

໋のେ͞を͑ߟるڭࡂҭに͍ͭͯ
～։͔Εた学校ͮ͘ りҕһձを と࣠してɺՈఉ地域とのؔྗڠをங͘ と͜を௨して～

ԣ ࢁ 　 ݈ 校࢘
千葉県立ࢢ川ಛผࢧԉ学校
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《ྭ賞》 ֶ校部門

ະདྷࣾձの創ΓखͱͳるͨΊの創ྗをҭΉֶ校
～ࣗののճりのੈքをม Δ͑ମݧを௨して～

�　�৳�໌校ࠤ
ദࢢ立େέٰୈ一খ学校
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《ྭ賞》 ֶ校部門

ʰ生ెͨͪのΰールະདྷʂɦ
～ະདྷのࣾձͰ活༂Ͱ͖ Δਓࡐҭを͢ࢦたΊの学校教ҭのํੑʹ͍ͭて～

ਿ　ࢁ　　校
立ୈೋத学校ࢢ川ࢢ
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《ྭ賞》 ֶ校部門

ʮ͍͑ͨɹॻ͍ͯΈ͍ͨʯをҭΉ

౻ ຊ 　 խ ढ़Ԃ
ೆ૯ࢢ立ྮೆ༮ஓԂ

　はじめに

平成２９年に、小学校学習指導要領が告示され、ス

タートカリキュラムの重要性が示された。幼児教育と

小学３・４年生の中学年の学びをつなぐために、小学

校低学年で生活科を土台に、幼児教育を生かした総合

的な学びを構築しようというものだった。

幼児教育と小学校教育をスムーズにつなぐことがで

きれば、子どもの学びが継続的に積み重ねられていく

ばかりでなく、もう一方で叫ばれていた小1プロブレ

ムの解消も期待できた。

しかし、この連携はうまくいかず、幼稚園で遊んで

ばかりいるから、学習中座っていることもできないと

いう論調は、かえって増大してしまった。

そこで重ねて、幼稚園年長と小学1年生が連携して

行う、架け橋プログラムが提唱されているが、効果的

な実践事例も報告されてはいるものの、その多くは「交

流会」を行って、互いが仲良くなれたから成果があっ

たというように矮小化されてしまい、子ども本人の学

びの連続性を確立するということとは程遠い。

　小学校の先生方に、直接幼稚園の“遊び”を見ても

らうのが一番だが、幼児の遊びをどう見て、どう評価

していいのか経験がない状態では、「ただ遊んでいるだ

けでしょ？」ということになって、そこで育まれてい

る様々な学びや経験に気づいてもらうことは難しい。

そこで、子ども達が自然や生物そして友達とのかか

わりの中で「知りたい」「見つけたい」「自分の目で確

かめたい」「調べたい」「飼いたい」「知らせたい」「友

達と語り合いたい」といった、わくわくする心、主体

的に活動しようとする心を、ドキュメンテーションの

形で記録し、子どもの遊んでいる姿そのもの、その姿

から幼稚園教諭が子どもの思いをどう読み取り、子ど

もの次の姿をどう願って、どのような環境構成をして

いるか、実践記録として示すことができれば、小学校

の先生たちにも幼稚園の遊びとそこに生まれる学びや

経験の形を読み取ってもらえるのではないかと考えた。

　  「伝えたい　書いてみたい」を育む

本園では、日々の実践の中で、子どもたちが成長し

ていく基盤としての環境（草、木、水、生き物、友達

等）と子どもをつなぐ活動を用意し、子どもとともに

遊び、子どもを観察し、子どもの思いをすくいとって

準備したり声をかけるなどの環境を構成すると、子ど

も達は多くの自然環境と出合い、学び取っていくので

はないかと考えている。

そこで更に、どのようにしたら子どもの「明日もや

ってみたい」という継続性や、「みんなと一緒にやって

みたい」というような広がりのある遊びを生み出して

いけるか、また子ども達の気づきや発見を友達に伝え

たい、書いてみたいという意識を醸成し、記録してい

けるか、職員同士研修を深め考えることにした。

研究の手段としては、聖心女子大学　河邉貴子教授

の SOAP の４観点※の記録を通して、子ども達の活

動を記録していけば、記録、振り返り、評価の道具と

なり、子ども達の遊びの中に自然に発生する子ども達

の学びや、自発的な行動の中で身に着けられる経験を

育む、有効な環境を構成することや、それらを記録す

るドキュメンテーションを作成することができるので

はないかと考えた。

　そしてそれをもとに、Map 型保育記録を作成して、

職員同士情報共有していくことで子ども達への援助の

方法を探っていくことにした。（※ベネッセ教育総合研

究所「これからの幼児教育」2019 春号　「『驚き』

や『喜び』を記録し、子どもの育ちを読み取って次の

援助につなげる」　聖心女子大学現代教養学部教育学

科教授　河邉貴子先生　参照）
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　実践記録　　「伝えたい　書いてみたい」を育む

　子ども達が自発的に友達と᧙わりをਤちながら生活

し、経験していく中で、伝えたい　書いてみたいとい

う心が育まれていく様子を記録した、SOAP の観点を

取りλれた実践記録（ᡵ活動記録）。

　（S はŦ「幼児の姿」　　O はš「読み取り」　　

　A はŬ「教ࠖの願い」　　

　P はŨ「成長を̟すための環境や活動」）

「ᢃ動会Ɲっこ」

　本園には、教ࠖが主導する、行事としての「ᢃ動会」

はありません。ঔれの中学校の体育ᅛを見て、΄たちも

「あれ」をやりたいᲛと思って、見よう見まねで遊びڼ

める「ᢃ動会Ɲっこ」があります。

はじめは、同じような用具をਤってきたり作ったりし

て、ᆔ目をまねしているだけですが、だんだんѨちけ

にも意識が出てきます。その気ਤちを᭗めようと、ちょ

っとした環境構成です。

Ũମ日 Map の中に、Ӳȁ

ームの思いを考えるきっ

かけになればと、４ᚌスȚ

ースを書きλれてみた。

Ŧྚλれのዋは M* が੨

いたものをᝳった。そのዋ

にも、年ݲさんが、4「このዋだれが੨いたの？すƝくɥ

手だね」

Ŧそのつƿやきを、ͪ然そのئにいた * がᎥいていて、

教ࠖと目が合うと、照れくさそうにしながらも、᩿の

ᇰみをූかべていた。

Ŧ教「はい、ここにいる * ちǌんですᲛ」と、* の手を

とり、ኰʼ。さらに۹しそうにする。4 ちǌん、ありが

とうね。

šᛐめてもらうってうれしね。* の自̮になっていくと

思う。

Ŧそのšのまわりの書いてあるᚕᓶを読んで、*M「作

ね」 *S「作書いたらばれちǌうでしょ」

ŦOS「作考えたよ。ȞȞが S のこと、いっƺいࣖ援す

るってᚕってた」　*S「それ、ȞȞの作でしょ」

Ŭでも、そうやって、˴か、考えたり、伝え合ったりす

るきっかけになっていくといいな。

šʻ日は、Map もそのままでᢅƗる。（᧓もなかった

かもしれないが・・・）

友達とщを合わせることが・・・・

š友達との᧙わりにᛢ᫆があるとज़じていたらいƓんኵ。

ᢃ動会Ɲっこをする中で、「そうだ、ここかな」とज़じる

部分が、より見えてきた。

šࣖ援Ɲっこをしていても、みんなಏしそうに行っては

いるが、「みんなで」となると、ԗりに合わせようとする

思いがない。先ឥる子、出れる子、᧓ᢌえて自分のȚ

ースでもう一ࡇ、ᚕい直しをする子。

šまた、ٽᱛの᪦に合わせようとしない、またٽᱛ̞り

も、ࣖ援ׇの声をᎥかず、自分のٽᱛのみ。

一人ƻとりでಏしんでいる、大きい声も出している子も

いるが、˂の人の声を、᪦をᎥくことをしない。

また、᧓ᢌえた友達に、ࢍいӝ調で「ᢌうよ」と指ઇす

る᩿ئもある。

šここかな、こういう部分かな、らいƓんኵのᛢ᫆はä

とોめてज़じている。

Ŭここが、٭わってくるといいな。ᢃ動会Ɲっこの活動

を通して、「友達と」という部分をたくさん経験していき

たい。

šǯラス目「友達とщを合わせてஇࢸまで」どうщを

合わせていくのか、より具体的に考えていく࣏要がある

かな。

Ũやはり、経験することが一番だが、やはりMapを通して、

まずӧᙻ化してみよう。

・・・・しずつ、子ども達の気ਤちがݲ

ŦA「先生、ここ書いていいの？」　やったね。気づいたᲛ

ŧ教「もちǖんᲛ」

教ࠖの情報共有の手段として書いていた Map 型保育

記録でしたが、ࡔɦにࢌり出していたため、子ども達の

目にもとまり子ども達の意見交੭のئになりڼめました。

いつの᧓にか、Map 型保育記録が子どももࠇきᡂんで

の、自然な振り返りのئになってきたのです。

Ŧ᩷ኵの A ちǌんが書きڼめる。それに気がついた M「ち

ょっと、ហኵஹて、ᨼまってᲛ」　;「なあに᳸Მ」ᨼま

ってくる。

ŦM「作だから、どうす

ればѨてるか？って考えよ

うᲛ」M ӽのリーȀーज़が

育ってきている。
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Ŧ᳅「ここでいつも、ᓳっこちちǌうんだよね᳸」

ŦțッȔングでៃんでᡶんでいく年長᳅のあとを、年ݲS

がけんけん（༾ឱ）でᡶんでいき、３ৗさんが、ഩいて

ᡶんでいく

šᲫ本のリングǳースを、それƧれの遊びの方法でᡶん

でいく。年長、年３、ݲৗが続き、だんƝ３Ωࢂ。

š遊び方はᢌっても、同じ道具で、同じ᧓で、同じᆰ

᧓で遊べる、これらが、この先つながっていくこととな

るだǖう。

Ũ参観日に行う「ȁȣレンǸショー」では、こういう日

ࠝの自然な遊びの様子をみてもらいたいと思う。が、保

ᜱᎍの方にえに行く子もでてくるだǖう。

　どうやったら、自然にいつもの遊びのئを見てもらえ

るかな。

Ŧ園ࡊのあちらこちらで、３ৗさんが、まねっこ遊びを

している姿がある。ჺጃ、長ጃ、țッȔング、ȕープ、

リズム。自然に、߬Ҥ子ども園の園ࡊで、遊びのがで

きている。

šそれƧれの学年成長がज़じられるこの期だからこそ、

共に同一ᆰ᧓で、ǱǬなく、ᜯり合い、遊びの共有がで

きるのだǖうとज़じる。日継続されてきているこの

᧓を、とてもよいᆰ᧓だとज़じる。

ŬӧᏡであれば、３ৗさ

ん、２ৗさんも、そこに

いたら？気づいたら、参

観日のショーの中にλ

っていた、なんて形にな

ったらいいな。

Ŧ年ݲさんとショーƝっこ、日々遊んでいるうちに、い

つの᧓にか২がᄶかれていきます。行事のためにጀ習し

た成果ではなくて、「ŨŨちǌんがやっている、あの২も

できるようになりたい」と願いながら、日遊んでいる

うちに、いつの᧓にかリング４̾にä、༌した果実がᓳ

ちるようにできるようになってしまったäのです。 

Ŧできるようになると、またᲫつ目をあげる姿、自分

でできることを、ʻࡇは友達とʚ人で、ʻࡇは３人で。

š遊びを見ていても、友達と一緒にという姿がとても多

Ŧ;「ࣖ援の声をそǖえる」S「ん᳸ȐトンをᓳさないᲛ

とかä」　) が A に「みんなでщを合わせて᪴ࢌるって

書いて」A「ちょっと待って、一ׅᨼまって考えよう」と

Țンをፗく。そう、これだよᲛ思わずそんなƾうに思っ

てしまった。

šそうしてみんなでᨼまってᛅし合って考えてとᚕいた

かったけれど、待ってよかった。ᚕわなくてよかったと

思った。

Ŧᢃ動もࢽ意、リーȀー性

もある ) だけれど、実は

いつも܌が書けなかった

り、読めなかったりして、

ᛡかに読んでもらったり、

自分の思いを伝えて書い

てもらったりしていた。そこで ) が「) も、܌が書ける

ようになりたいなᲛ」とつƿやいた。

šᢃ動会Ɲっこにݣする思いが ) の中でたくさんあるの

だǖう。だから、友達に᫂んで書くのではなくて、自分

でもྙ先して書きたい、そういう思いだったのだǖう。

そういう思いがあると、܌を読むのも、書くのもきっと

ಏしくなり、ᙾえていけるようになるよ。きっと。

šᢃ動だけでなく、そういう思いにもなるんだね。本࢘

に、いǖいǖな成長があるんだな。

šみんな、心が成長している。

ŬがんばれみんなᲛࣖ援しているよ。

　考　察

園目は「ƻとりで　みんなで　さいƝまで」「̾の確立

　ᨼׇのԧ　やりƵくщ」をわかりやすく伝えるᚕᓶ。

友達とщを合わせてѨとうとしたり、作りɥげようとす

る中で、喜びやज़動の共有から、「この友達と一緒にいて

いいんだ。ᅶも࣏要とされているんだ」という自ࠁᏉܭ

ज़が生まれる。

) の「) も、܌が書けるようになりたいなᲛ」というつ

ƿやき。「伝えたい　書けるようになりたい」この思いを

大Џに育んでいきたい。

「保幼」と「幼小」のつながり

Ŧମ日から、このǳースがૼたにでき、ʻ日はさらにリ

ング道が長くなっています。

šମ日の遊びが、ʻ日も継続されています。継続されな

がら、さらに発ޒしていきます。　　

Ŧ大中小のリングが、すべて̅われ、リングから、小さ

いリングにᆆ動するのは、難しいようです。
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くなっています。

š「教ࠖとの遊び」から、「友達との遊び」をಏしめるよ

うになってきているのですね。

Ŭ友達と、ࢽ意২の見せ合

いをしたり、ǳȄを教えた

り、教えてもらったり、や

ったことのない遊びにも

ਪしてみようというき

っかけがつくられていくといいな。

Ŧǯラスݣ৴の連続Ჲの܌ៃびで、どうしたら目の

ᲫᲪᲪׅになるか、ᛅし合って書きᡂみڼめました。

ŨȞップに、友達のࢽ意২も᠍せたり、どうしたらでき

るようになったのか？բいかけてみようかな。

Ŧଷ ˞ み、「ஹ た よ ᳸」

と ȕǧンスから小学生

が手を振り、待っていて

くれる様子。

šこの᧓も、日々継続

され、とても۹しい。Ҝ

Э中は、保育所さん、ଷ˞みは、小学生。᧙わりのࠢが

広がりಏしいね。

Ŧ長ጃのᲫ番は、᳇がᜯりません。このࢍ気な気ਤち？

物ࣨじしない気ਤち、すƝいな᳸。

šそれだけ、日々ጮり返しているこのᲲの܌に「できる」

「やれる」という自̮をもって取りኵめているのだǖう。

Ŧその᳇にࢸしされているのか、または、˂の友達も

同じ思いをもっているのか、小学生とのᲲの܌をಏしん

でいる。

Ŧ小学生が、ƻっかかってしまうと、小学生にݣして、

幼稚園᳅「ƓしいᲛ」とǨーȫ。思わず、ᇰみがこǅれ

ます。長ጃを遊んだあと、小学生に、「２重ៃびݣൿし

よう」「あやៃびݣൿしよう」とƓ願いし、小学生「えっ、

まじつらいä」　ऒがあがり、小学生「ちǌん、次᫂

むᲛ」とᢠ手交代。

š小学生と同じ遊びができる。遊びを共有することで、

Ɠ互いにុᩉがまって、同じ経験を共有できている。

Ŧ小学生と遊べることに喜びをज़じ、小学生にਪする

ことで、᭗いレベȫをさらに目指していく。

šみんなの思い、自̮につながっているね。小学生遊ん

でくれてありがとう。

šʻまでの積み重ねの日々、ጮり返しਪしていること

で、あきらめない気ਤち、たくさんの育ちが見えるね。

Ŧ子ども達が、どんどん、小学校の校ࡊの方へ、遊びを

広げています。小学生の方へ自分達からӼかっています。

š子ども達のこの思い、小学生に伝えていきたい。手ኡ

を書こうかな。小学校での出合いをಏしみにしている。

　考　察

　架け橋プログラムって、˴か行事を作ることではない。

保育所の子と幼稚園児がともに遊ƿ中で成長していくの

　と同じように、小学生と幼稚園児が、思いを伝えあいな

　がらともに遊ƿ中で、ૼしいことにਪしていくという

　経験することで、学びが継続していくのではないかと思

う。

・・ራはᡶみܓ

ᢃ動会Ɲっこのこǖ、友達が先生方の Map 型保育記録

に自ဌに書きᡂみをしているのを見て、「܌が書けるよう

になりたいな」とᚕっていた ) に٭化がᚧれた。

　ǯリスȞスのܓራをᡇえてä。

Ŧ自ဌဒࠚにǯリスȞスのዋを੨いた「あそこに、こ

れ੨きたいんだけど」

᳇「ӽが੨いたんだって、ɥ手だから、΄が᳇に

੨けばってᚕったんだ」とᛅす。教「もちǖん、੨いて

੨いて」

Ŧ۹しそうに、᳇に੨きڼめる。᳓も、「̸が、ǯ

リスȞスって܌書いてあげる」᳇「̸も書くから、Ҟ分

ずつにしよう」

Ŧそうᛅし、それƧれ、番に書きڼめるäそのࢸǖに、

᳁がいる。૨܌を書く友達を見つめている。

š自分では、まだ自̮がないので、みんなより、いつも

一ഩࡽいたݲしࢸǖにいる᳁。

Ũ「᳁ӽ、ȄリーのリȜンと、もっと増やしてǄしい

んだけど」と声をかける。᳁「わかったᲛ」۹しそうに

仲᧓にьわる。

š᳇への取りኵみから「܌がかけるようになりたい」

と思った᳁。

Ŧஔ、᪳かり保育ܴで「がく」と喜んでӸЭを書いて、

出Ѯしてきた教ࠖに「見てᲛ」と見せてきて、こうᛅを

続けた。「᳁ね、じいじんܼのƓԏにᝳってあるやつ、

μ部読めるようになったから、ӸЭμ部書けるようにな

ったら、ᚕうね」
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š᳁の「読みたい」「書きたい」という思い、その思いを

知り、ܼଈもࣖ援してくれている。

᳁が、「やりたい」ことのために、ѐщしていることを知

ることができた。

ŨӸЭ、一緒にጀ習していこう。そうだ、園長先生が

)に、「そうか。『が』と『く』が書けるようになったんだ

ね。じǌあ、次は『ǅ』をᙾえると、『ǅくが』と書ける

ようになるよ。『ǅ』はちょっと難しいけど᪴ࢌってƝら

ん。」そうᛅしていた。それを思い出して、

ŦȄリーのዋを੨いた್に教「᳁ӽが੨いたから、ここ

に「『ǅくがかきました』って書いちǌƓうよ」

「がく」の「く」と「が」そして「か」だからä。

Ŧ᳁「書きたい、書きたい」「でも、まだ『ǅ』は書け

ないよ」とݲしはにかんだようにᚕう。

Ŧ「ǅ」「く」「が」「か」「き」「ま」「し」「た」　Ǆかの

は、ʻׅは教ࠖがƓ手伝い。でも、すƝく۹しかった܌

ようで「ǤǧーǤᲛ」とȔースǵǤン。

Ŧ教ࠖが「᳁ӽいいね」とᚕうと、照れくさそうに、ᨩ

にいたに「ӽも一緒にજǖうᲛ」と声をかける。᳂

も一緒にλる。記ࣞ日になった。

　考　察

語学も一緒だが、ญஓज़がないとɥ達しない。友達の૨

を書く姿を見つめて、「ǅくも、書けるようになりたい」܌

と思う ) のᘙ情に、それが出ている。そうやって書くん

だ。΄も書けるようになりたいᲛ「が」「く」と書ければ

「く」「が」「か」とかけるというࢸしで、書いてみよ

　うᲛとなり、このᘙ情。「これ、΄が書いたんだよᲛ」

架け橋プログラムって難しいことではなくて、こういう

ਪと喜びをつないでいくことなんだと思う。

　Ƃ　まとめ　ƃ

SOAP の � 観点から記録する「ᡵ活動記録」を̅

って、子ども達の姿から、子どもの思いを読み取り、

そこでの教ࠖの思いや願いは˴か考え、そして子ども

との᧙わり方や環境構成を考えながらの援助と保育に

ѐめてきた。

子ども達の遊び・活動を、ただありのままに見るだ

けでなく、記録することを通して、その遊びに子ども

はどんな意ԛを見出しているのか考えたり、教ࠖとし

てこの遊びが継続発ޒしていくにはどうしたら良いか

考える事で、自然や友達と᧙わる子どもの心の成長と

共に「伝えたい　書いてみたい」という思いのᑻを見

いだし、育むことができた。こうした遊びを通しての、

伝えたい書いてみたいという思いがあƾれ出すことで

小学Ძ年生の語への架け橋になっていくと考える。

また、̾ 々の教ࠖのᡵ活動記録をਤち݃り、ُ にࢌ

った「Map型保育記録」で教ࠖ同士が見つけた子ど

もの発見、驚き、生き物との᧙わり方を書きᡂみなが

ら、情報共有にѐめてきたが、その活動に子ども達が

λりᡂんできて子ども達のᚕᓶで書きᡂみをڼめ、自

然と、子ども達の活動、子ども達の᭗めあい、子ども

達の成長を、μ職員のものとしながら、共に驚き、共

にबしみ、共に喜ƿことができた。

　さらに、̒ では土手で取した生き物を飼育しなが

ら、生き物観察の様子を記録する、子ども達自の「

ᦷ日記」を作る姿も見られるようになってきた。

　遊びを通して、伝えたい思いを書いたりすることで、

友達同士そして先生達とも体験を共有することのでき

た子ども達は、自ࠁᏉܭज़を᭗めることができ、次の

活動への意ഒも᭗めることができた。

　子ども達が、自然の中で気づいた小さな発見を、「伝

えたい　書いてみたい」と思う心を見ᡜさずに、子ど

もと共に活動できたこと、そしてその活動を継続発ޒ

させることが出ஹたことを࠳せに思う。

　この実践記録を通して、小学校の先生たちにも幼稚

園の遊びとそこに生まれる学びや経験の形を読み取

ってもらうことができただǖうか。

　Ƃ　ʻࢸの活動　ƃ

　飼育Ǳースにλりきらないカブトムシの幼ᖓを、ދ

児一緒に活動していݲのؚᏄにᆆす、年長児と年ٳ

こうと思う。ஹ年ٰ、カブトムシの成ᖓが出てくる

には、それƧれᲫ年生と年長児に成長した子どもたち

が合同でり出したい。カブトムシと子ども達の出合

いと共に、Ძ年生と幼稚園児の交流も生まれ、幼児教

育と小学校教育のૼたな架け橋に広がっていくだǖう。
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《ྭ賞》 個人・グループ部門

̎̌ ̐̌ のࣾձに生͖るࢿ ・࣭ྗのҭをΊͯ͟͠
～一ਓ一と45&".�教ҭの༥߹ ΑʹΔະདྷʹけたतۀの～

ࡾ ڮ � ษ校
千葉ࢢ立ொখ学校
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してみたい してみたくない 未定

37.8

22.4

39.8

40.8

42.9

7.1
9.2

とても まあ あまり ない

あり なし

75.7

23.4
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《ྭ賞》 個人・グループ部門

Γํࡏのࣨڭಋࢦڃ௨োޠݴをԉ助するݱ࣮ݾಐのࣗࣇ
～ʮ と͜の՝ʯをೖりޱとして͑ݟて͖ たʮࠔりײʯʹ ணして～

ߦ  　 ॱ 教諭ࢠ
ࠬࢢ立๛ӫখ学校

１　問題意識

言語障害通級指導教室（以下、ことばの教室）は、

校内で唯一定期的に個別指導ができる場所であり、集

団の中にあっては気付かれにくい児童の身体症状や悩

み、困り感を知ることができる。筆者は、この５年間

の通級指導を通して、様々な困り感を抱えて集団生活

を送っている児童が少なくないことに気付き、通級指

導担当者だからこそ、「ことば」という児童の一部では

なく、全体をとらえて指導や支援をすることが重要で

あると考えるようになった。

　本研究では、通級指導を通して見えてきた主訴以外

の課題（以下、他の課題）や児童の困り感に着目し、

児童の自己実現を援助するためのことばの教室の在り

方について提案したい。

２　問題の背景

　（１）言語障害について

　特別支援教育指導資料令和５年度版（千葉県教育委

員会）には、「言語障害とは、発音が不明瞭であったり、

話し言葉のリズムがスムーズでなかったりするため話

し言葉によるコミュニケーションが円滑に進まない状

況であること、また、そのため本人が引け目を感じる

など社会生活上不都合な状態であることをいう。」と記

され、指導目標は、次の３つである。

○児童の言語能力の障害やコミュニケーション上の困

　難を改善又は軽減する。

〇周囲との望ましい人間関係を育てる。

〇児童の自己実現の援助をし、適切に自己をとらえる

　ことができるようにする。

　（２）千葉県の難聴・言語障害教育の現状

令和５年度「全県調査」報告書（千葉県特別支援教

育研究連盟言語障害教育研究部会）によると、市町村

の就学指導委員会を通して、通級が認められた（以下、

認可）児童・生徒の中で、主訴が「構音障害（発音の

異常・口蓋裂・麻痺を含む）」は58.9％、「リズム障害

（吃音等）」は11.4％、「基礎的事項（聞く・話す・読

む・書くの基礎的事項の発達の遅れ）」は17.3％、「そ

の他（難聴言語発達障害でないもの　発達障害、不登

校、緘黙、日本語、学習等）」は7.1％、「難聴」は5.3％

である。令和３年度の「全県調査」には、課題として

「ことばの課題の他に情緒的な課題を併せもつ等、児

童の多様化により、ニーズが加速的に増えており、対

応しきれなくなるのではないかと、とても不安を感じ

ている」、「読み書きに困難がある児童が増え、個別支

援の必要性が増している」等が挙がっている。

　（３）ことばの教室での取組み

①実態把握について

　新年度が始まると、日々の授業で玩具や教具を用い

て、通級する児童全員に対して「基礎的事項」に加え

「見ること」と「粗大運動・微細運動」について実態

を把握し、個別の指導計画を立てる。

　主訴が「構音障害」の場合は、構音検査の他に自由

会話や音読を通して誤り音を毎回メモする。特に会話

では発音の癖が出るため、誤り音をつかみやすい。就

学前の検査では見つけられなかった誤り音に気付くこ

ともある。「リズム障害」の場合には、会話や音読によ

り、言いにくさの傾向や舌の動きを確認する。

②授業の流れ（４５分間）

　授業は〈お話タイム（５分）〉、〈体の動き（１０分）〉

〈ことば（１５分）〉、〈学習（１５分）〉で構成する。　

〈お話タイム〉は、日常生活の中から話題を選び、教

室で話すための練習として行う。〈体の動き〉は、様々

な教具を用いて一人一人に必要な粗大運動や微細運動

を選んで行う。対戦型ゲームを行うこともある。「聞く

こと」に課題がある場合は、聞き取りワーク等を用い

る。〈ことば〉は、舌の体操や発声練習等発音に関する

トレーニングを中心に行う。１、２年生は、平仮名や

片仮名のパズルをしたり、平仮名カードを読んだり、

早口言葉や数え歌を唱えたりする。３年生以上は国語

の教科書や短文カードを読んだり、慣用句やことわざ、

詩や落語の一節等の暗唱に取り組んだりする。〈学習〉

では学級担任が出した学習課題に取り組む。

３　研究の目的
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本研究では、「ことばの課題」をධり口として見えて

きた「他の課題」や「困り感」に着目し、児童がそれ

らをඞ᭹するための取り組みと、その成ᯝと課題につ

いてᩚ⌮し、児童の自己実現を援助する通級指導の在

り方を提案することを目的とする。

４　研究の方ἲ

本研究においては事研究ἲを用いて、他の課題が

ある児童の中から２名を対㇟として、困り感の軽減や

他の課題の改善に向けた取り組みについて考ᐹする。

なお、児童自身が困難を感じている事については

「困り感」と⾲記し、筆者が気付いた主訴以外の課題

については「他の課題」と⾲記して༊別する。

　（１）　対㇟児童

　事１　㸿

自校在⡠で１年生から４年生まで通級し、５年生か

ら特別支援学級（以下、࣏ࢧート）にධ級した。

　事２　㹀

他校在⡠で１年生からᨺ課ᚋに通級し、２年生から

㸴年生まで筆者が担当した。

　（２）　事のᴫ要

　本事は、筆者の授業記㘓、指導報告書、学級担任

からの聞き取り、ಖㆤ者が記した文❶、筆者の記᠈の

中のࢯࣆ࢚ード等のࢹータをもとにまとめた。

㸨本ㄽ文でᢅう事は、児童のࣛࣉイࣂシーಖㆤのた

め、実㝿の事をཧ考にして一部改ኚして記㍕した

ものである。なお、ಖㆤ者が事の内ᐜを読み、本

ㄽ文にᥖ㍕する᪨、ᢎㅙいただいている。

５　研究の実㝿

　（１）事１　㸿

就学前の２᭶にẕぶから「新しい⎔ቃで生活するこ

とが心㓄」という┦ㄯがあった。１年生はᮍ認可で通

級し、２年生からは認可をཷけて通級した。

①　１学年（㐌１回通級）

ධ学当ึ、自分の名前は読み書きできたが、他の平

仮名はぬえていなかった。国語の教科書は、他者の音

読を聞いてぬえて暗唱していた。〈お話タイム〉では、

毎回、㣫育しているカࣈトムシやトカゲについてヲし

く話したが、筆者の㉁問に対しては、「意がわからな

い」、「⑂れた」と言い、⟅えなかった。〈体の動き〉で、

組み᭰えパズルに取り組むと、４ࢵࣟࣈクのᶍ様を୪

。られなかった

ኟఇみ中に∗ẕの支援をཷけながら学習して、㸷᭶

には平仮名５０音の読み書きができるようになり、国

語の教科書を読めるようになった。音読の㝿に、改行

を度々間㐪えるので下ᩜきで、読む行に༳を付けるよう

にした。読んでいる࣌ーࢪの上のゅを２本の指で常

にゐっていることが気になったが、見Ᏺるようにした。

〈体の動き〉で取り組んできた組み᭰えパズルは、自

力でできるようになった。࢟ューࣈパズルを行うと「ึ

めてだからできるかな・・・。」と不安そうにつࡪやい

た。支援しながら進めると、「見えてきた」と言い、自

分で上ࡆ、‶㊊そうな➗㢦を見せた。⤮本「ミࢵケ」

を読んで、出題された≀を見つけることは難しかった

ので、㸿と┦ㄯして１分間で見つけられないときには

、ントをえるようにした。ᢡり⣬をした⤒㦂がなくࣄ

「ึめて⣬㣕行ᶵをసった。」と言ったが、筆者に教わ

りながら指ඛを上ᡭく動かしてᑀに上ࡆた。〈お話

タイム〉では、回を重ࡡる中で話題がᗈがり、㉁問に

も⟅えられるようになった。

　これらのことから筆者は「見ること」に課題がある

と考え、〈体の動き〉で、かるたやカード、⤮本、✚み

ᮌ等を用いて特定の≀を見つけたりᙧをとらえたりす

る練習を毎回５分間ࡎつ行った。

②　２学年（㐌２回通級）

国語の教科書を音読するときには、改行を間㐪わな

いように自ら下ᩜきをって気を付けていた。教科書

の࣌ーࢪのゅをゐる指の動きは⥆き、読んだ࣌ーࢪの

ゅは全部まっていた。〈体の動き〉で毎回５分間、か

るたやカード、⤮本「ミࢵケ」を用いて特定の≀を見

つける練習に取り組み、見つける数が増えてきた。組

み᭰えパズルは㸴ࢵࣟࣈクでも「⡆༢だよ」と言いな

がら取り組むようになった。࢟ューࣈパズルは、見本

の⤮と࢟ューࣈの⤮を見ẚながら୪ようとしたが、

向きがわからࡎṆまってしまい、筆者がࣄントを出し

ても「わからない」と言ってṆめた。

聞き取りワークをすると、２つの指♧はṇしく聞き

取ることができたが、３つの指♧は聞き取れなかった。

また、文が㛗くなると内ᐜがわからなかった。３回⧞

り㏉し読んでからゎ⟅するようにしたとこࢁṇ⟅数が

増えた。筆者は「聞くこと」にも課題があると考えた。

学年ᮎに学級担任から「ことばの教室で、≀を᥈す練

習に取り組んでいる成ᯝが教室での授業に活かされて

いる。聞く練習も⥆けてしい。」と言われた。

ճ　３年生（㐌２回通級）

国語の教科書の音読の㝿に、下ᩜきをわなくても

改行を間㐪えࡎに読めるようになった。教科書の࣌ー
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、のゅをゐる動きも見られなくなった。〈体の動き〉でࢪ

✚みᮌのᶍ様సりに取り組み、┤ゅ୕ゅᙧの୪方を

教えると、それを基にしてᶍ様をసった。応用してస

るᶍ様になると、困った⾲情のまま動かなくなること

があったが、毎回᰿気よく取り組み、自分で成させ

られるようになった。カードやかるた、⤮本「ミࢵケ」

でも、特定の≀を早く見つけられるようになった。

聞き取りワークは、問題文が㛗い場合でも１回聞い

てゎ⟅し、ṇ⟅することが増えた。また、わからない

ときには「もう１度、言ってください。」と言えるよう

になった。

　一方、学年ᮎにẕぶから「⟬数のᐟ題ができないこ

とを⌮由にᭀれたりἽいたりする。」、「登校前に度々、

⭡③を訴え、登校をるようにもなった。」という┦ㄯ

が学級担任にあった。୧ぶと学級担任、筆者が㠃ㄯし

た⤖ᯝ、㸿の࣌ースで安心して学習できる࣏ࢧートで

国語と⟬数の授業を体㦂してみることにした。

մ　４学年（㐌１回通級）

、ートで国語と⟬数の学習をするようになると࣏ࢧ

登校をることなくඖ気に学校生活を送るようになっ

た。ことばの教室で✚みᮌのᶍ様సりをするときには、

「これ、ᚓ意ですから。」と➗㢦で言った。しかし、」

㞧なᶍ様になりパターンが㐪うとᙧがとらえられࡎ、

㏵中でṆめることもあった。⤮本「ミࢵケ」では、見

つけることが難しいため、ࣄントを出すことが増えた。

聞き取りワークでは、⤮ᆅᅗを動かしながら向きを確

認してṇしくゎ⟅できるようになった。

㸿とಖㆤ者のᕼ望で４年生の３᭶で通級を⤊し、

５年生からは࣏ࢧートにධ級することがỴまった。

յ　５学年（࣏ࢧートにධ級）

担任に㸿の課題をఏえたとこࢁ、⟬数の授業の始め

に、Ⅼつなࡂ（Ⅼをつないで平㠃や立体を書く）に取

り組むようにしてくれた。この４か᭶間でⅬつなࡂの

リントを⣙２００ᯛやり、短間でṇ確に書けるよࣉ

うになったそうだ。また、₎Ꮠのᙧをぬえるための用

⣬をᕤኵしたり、１００ます計⟬⾲を活用したりして、

「見ること」を意識した授業を構成しているそうだ。

ն　㸿の考ᐹ

１年生で平仮名をぬえると、「音読はᚓ意」と言って、

進んで読むようになったので、教科書をゐる指の動き

は、読むことに対してではなく、見えにくさによるス

トレスとして⾲れたものと᥎ᐹする。２、３年生では、

㐌２回、様々な教具を用いて「見ること」の練習をし

た。㸿は３年生の᭱ᚋの授業で、「ミࢵケがᚓ意になっ

た」、「✚みᮌのᶍ様の୪び方が見えるようになった」

と語った。また、࣏ࢧートでの学習を始める㝿に、担

当者が提♧したパズルを見て「こういうのは、ことば

でやったから、できますよ。」とつࡪやき、実㝿に短

間で成させたそうだ。

　これまで㐌２回⥅⥆して⧞り㏉し練習してきたこと

で見ることに慣れ、よく見えるようになったことで、

教科書の音読での困り感が軽減され、「できる」という

自ಙにつながったものと考える。

　しかし、４年生では࣏ࢧートで国語や⟬数の学習を

中心に取り組み、ことばの教室の通級が㐌１回とな

り、「見ること」に関する練習の回数が減った。すると、

⤮本「ミࢵケ」では、見つけることが難しくなり、ࣄ

ントをえることが増えた。✚みᮌのᶍ様సりでは、

パターンがኚわると୪ることができなかった。これ

らのことから、㸿の場合は、特に「見ること」に困難が

あり、㐌２回以上の࣌ースで練習を⥅⥆して行うこ

とで、ຠᯝが認められることがわかった。

「聞くこと」の練習は、㐌１回⥅⥆して行うことで

ṇ⟅数が増え、聞き㏉すことが減った。この活動が「よ

く聞こう」とする意ḧにつながったものと考える。

３年生のに、⟬数のᐟ題のことで困り感を訴え、

ಖㆤ者の早期対応により支援につなࡆることができた。

ᚋ、࣏ࢧートにおいて、㸿の他の課題や困り感を軽

減させる取り組みを⥅⥆することで、安心して学校生

活を送ることを期ᚅしたい。

　（２）事２　㹀

　就学ᗣデ᩿の言語検査で」数の誤り音があった

ため、ẕぶが１年生からの通級をᕼ望し、他校からᨺ

課ᚋにẕぶの送㏄で通級した。ẕぶは、㹀がᑠさい㡭

から発音の誤りと多動傾向があることに悩んでいると

話した。また、前任者からの引⥅ࡂで、１年生のは、

ዲきな玩具で㐟ࡪことが中心になり、発音に関する指

導は困難であったことを聞いていた。筆者は、２年生

から㸴年生まで担当した。

①　２学年（㐌１回通級）

　通級のึ日に「ことばの教室に㐟びに᮶てる。」と言

い、᮶室すると、ዲきな玩具を選び始めた。様Ꮚを見

ていると、ࢪグࢯーパズルや✚みᮌを選び、集中して

行い、短間で成させた。また、⤮本「ミࢵケ」や

。をえると、次々に見つけた「ーリーをさがせ࢛࢘」

舌の体操をしようとすると、「ᐙでやるからいい。」と

– 105 –



言ってやらなかった。発話意ḧが㧗く、学校でしたこ

とやዲきなゲームについて話すが、発音の誤りが」数

あるため会話の中では聞き取れない言葉が多くあった。

ẕぶと学級担任から、平仮名の読み書きができない

ので、通級の間に取り組んでしいと言われていた

ため、２回目以㝆、様Ꮚを見てಁしたが、読んだり書

いたりすることは᎘がりやらなかった。また、ᢡり⣬

をやることも᎘がり、⣬をめてᤞててしまった。

これらのことから、ኟఇみまでは㐟びや会話を通し

て㹀が新しい担当者（筆者）に慣れ、Ⰻዲな関係を⠏

くことをめざし、㹀がᚓ意な活動を中心に授業を構成

することにした。

㹀はࢪグࢯーパズルや対戦型ゲームをዲむので、そ

れらに取り組みながら、筆者は誤り音をメモして実態

を把握した。㹀は㈇けることを᎘がり、㐟びのルール

を◚ってとうとしたが、筆者はそれをチさࡎ、毎回、

ᡭをᢤかࡎにつようにしていた。ある日、㹀が「ඛ

生、すࡈいな。」とつࡪやき、その日以㝆は、ルールを

Ᏺって㐟ࡪようになった。ኟఇみ前にはᗙって、平仮

名カードを読むようになったが、平仮名パズルは見た

だけで「わからない。」と言い、やらなかった。舌の体

操等発音にかかわる練習は「しࡻうがない、やってや

るか。」と言い、々行うようになった。

㸷᭶から平仮名５０音⾲で読み書きの練習を始めた。

文Ꮠに対するᢠ感はᙉいが、ᛣりながらでも５分間

は取り組んだ。話すときは発音の誤りが多くあるが、

筆者が言った言葉を唱するときはṇしく言える音が

増えてきた。&'を用いて聞き取りの練習をするときは、

黙って指♧通りに行い、ᗙっていられる間が㛗くなっ

た。平仮名５０音をぬえ、１５㹫㹫方║のࣀートに

書けるようになった。

②　３学年（㐌１回通級）

　学級担任から、毎日、音読をᐟ題に出していること

を聞いたので、㹀と┦ㄯして通級の日にはことばの教

室で音読のᐟ題をすることにした。しかし、音読を始

めると、「目がかࡺい」と言って目を᧿り、度々中᩿し

た。慣用句カードを読むことには前向きに取り組んだ。

１５㹫㹫方║のࣀートにዲきなࣛࣕ࢟クターの名前を

片仮名で書いたり、１年生の₎Ꮠを３つ書いたりする

ことは᎘がらなかった。対戦型のゲームは、筆者がඃ

ໃでも㹀はルールをᏲり⥆け、㈇けてもᚋ片付けまで

行った。そのጼを見て、気ᣢࡕの成㛗を感じた。

ճ　４学年（㐌１回通級）

　誤り音は改善し、音読も会話もṇしい発音で言える

ようになった。慣用句カードを⇕心に読み、㸴２ᯛ全

部を暗唱した。一方、指ඛの操సは難しく、ᢡり⣬で

⣬㣕行ᶵをᢡࢁうとヨみたが、ゅを合わせてᢡること

ができࡎ、目を᧿りはじめ、㏵中でṆめてしまった。

մ　５学年（㐌１回通級）

通級の音読の㝿に、目を᧿らなくなったので、ẕ

ぶと担任に知らせたとこࢁ、ᐙᗞや学校でも目を᧿る

様Ꮚは見られないとのことであった。早口言葉にはⱞ

ᡭ意識がᙉく、これまではやらなかったが、自ら言い

にくい言葉を練習して言えるようになった。１０㹫㹫

方║のࣀートに５年生の₎Ꮠを書けるようになった。

յ　㸴学年（㐌１回通級）

ことわざかるたに関心を♧し、毎回、取り組んだ。

ことわざの意を筆者が読み、㹀は意を聞いてこと

わざのᮐを᥈し、５０ᯛ中４０ᯛ取ることができた。

ᣉ音やᣉ㛗音の⾲記を読み間㐪うので0,0カード用い

て読む練習を⥆けた。㏵中で目を᧿ることはあるが、

全部（㸴０こ）読み⤊えるまで᰿気よく取り組んだ。

国語の教科書の音読でᣉ音やᣉ㛗音の言葉をṇしく読

めるようになった。༞業の前にはⱞᡭとしていたᢡり

⣬で㭯をᢡり、ẕぶࣉレࢮントした。

　㹀の༞業を前にẕぶはぶの会が発行するᗈ報ㄅに次

の文❶を⥛っている。

　「（中␎）ᑠさい㡭から、ことばが聞き取り࡙らいなと

悩んでいて、お達とࡷࡕんと会話ができるのかな㸽

と心㓄することが多かったです。（中␎）ことばの教室

では発音の練習の他に、学校での出᮶事を話したり音

読したりするなど、㹀がⱞᡭなことにも取り組みまし

た。送㏄のには、担当のඛ生が連⤡ᖒを見せながら、

㹀の様Ꮚをᑀにఏえてくださり、また、ᐙᗞででき

ることについてドࣂイスしてくれたこともありまし

た。（中␎）ことばの教室に通級したことで、㹀も自分

自身に自ಙがすࡈくついたとᛮいます。運動会では、

応援団㛗のᙺをやりきることができました。話すこと

がⱞᡭでしたが、大きく成㛗したጼを見て感動して

らしくᛮいました。」ぶの会発行「だんらん」よりᢤ⢋

ն　㹀の考ᐹ

　１年目に㹀と一緒に㐟び、ᚓ意とすることを見つけ

て取り組ませたことにより、担当者として認めてもら

えたものと考える。そこを出発Ⅼとして主訴である構

音障害にかかわる練習を中心に、他の課題である「読

むこと、書くこと」に取り組ませた。
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　２年生のは、ᛣったり「やりたくない。」と言った

りすることで「読むこと」から㏨ࡆることができた。

しかし、３年生になり「通級の間に音読のᐟ題をす

る」と自分でỴめたため、㏨ࡆ㐨がなくなったことに

より、「目を᧿る」という身体症状が見られるようになっ

たものと᥎ᐹする。筆者は、その様Ꮚを見ながら「読

むことがそれど㎞いんだ」とᛮったことをぬえてい

る。しかし、当の筆者は「㹀の読むことに対するᙉ

いᢠ感がఱによるものだったのか」と、考えること

ができなかったのである。㹀は読むことを始めてから、

「平仮名が読めない」、「₎Ꮠが読めない」という困

り感をもࡕ、それを「目を᧿る」ことで⾲出していた

のだࢁう。目を᧿りながら㹀が「ࡪࡕんてんたんする。」

と言い、筆者が「気分㌿しようࡡ。」と言って、パズ

ルを５分間してから、音読を㛤したことがఱ度もあっ

た。この音読の取り組みから「Ỵめたことはやる」

という㹀の意ḧの㧗まりを感じた。毎日のᐟ題として

音読に取り組むことで、༢語のまとまりとして読める

ようになり、自分自身のኚ化に気が付いたものとᛮわ

れる。４年生まで見られた身体症状は、５年生になる

と見られなくなり、₎Ꮠの読み方を聞きながら１０分

間集中して音読するようになった。㹀は音読に⥅⥆し

て取り組むことで、「読むこと」に対する困り感を自ら

軽減することができたものと考える。

　一方、「書くこと」に対する困り感については、指の

コントࣟールの難しさによるものだったと᥎ᐹする。

通級の㝿には、発音の練習と「読むこと」を中心に取

り組み、㖄筆をᣢつことは少なかった。４年生になる

と学校やᐙᗞで学習することが習慣化し、５年生から

は学習ሿ通うようになり、㖄筆をって書くᶵ会が

増えた。学習中に書く動సを重ࡡることで、指の細か

い動きが可能になり、「書くこと」に対する困り感が軽

減されたものと考える。

　担当して５年間、ẕぶがᡃがᏊの成㛗を㢪い、㹀の

ためにできる㝈りのことをし⥆けるጼを㢌が下がるᛮ

いで見てきた。そのẕぶのດ力と在⡠校での指導や支

援、ことばの教室でᇵった自ಙが基┙となり、不ᚓ意

なことにもᣮ戦しようとする意ḧが育ࡕ、㹀自らの力

で困り感をඞ᭹することができたのだとᛮう。

㸴　考ᐹ

本事をᩚ⌮する中で、児童が困り感に気付く㐣⛬

と筆者が他の課題として見立てたことを改善するため

に実したことについてり㏉り、᭷ຠな取り組みや

㊊りなかったことがわかった。

対㇟児２人は、ことばの教室で、筆者が提♧した他

の課題に対応した様々な活動に、⥅⥆して⧞り㏉し取

り組むことで、自分の困り感に気付いた。すると、そ

れをඞ᭹するために、練習に᰿気よく取り組むように

なり、⤖ᯝとして、「わかった」、「できた」というຠᯝ

をᚓることができた。その⤒㦂が自ಙとなり、次の課

題に取り組むための意ḧとつながることを児童のጼ

から᥎ᐹした。

本事をᩚ⌮したことで、筆者は「困り感」の背景

に「ᢠ感」があることに気付いた。援助者として自

身の㢪いやᛮい㎸みだけではなく、「児童の困り感の

本㉁はఱか」と考えて見立てるために、事をり㏉

ることが重要であることを認識した。

　ことばの教室において、他の課題を軽減するための

活動に取り組み、困り感に気付くことが、児童自身が

自己を適切にとらえ、「どんな自分になりたいのか」

というどⅬをもって前向きに活動することにつながる

ことがわかった。さらに、児童の自己実現に向けた取

り組みを援助する者として、ことばの教室において他

の課題を軽減するための取り組みをすることの必要性

を確認するに⮳った。　

　通級の始まり方はそれࡒれ異なるが、困り感や不安

を抱えてᑠ学校生活を始める児童やಖㆤ者に対し、適

切な就学指導をすることが、「ධ学ᚋに、他の課題を見

つけるᶵ会をᚓることにつながる」と言っても㐣言で

はないと、本事をᩚ⌮して確認した。県内でことば

の教室を用する⣙㸴０００人の児童・生徒の自己実

現を援助するために、言語障害にかかわる⒪的ഃ㠃

と児童心⌮や教育┦ㄯ、問題行動の⌮ゎ等の教育的

ഃ㠃、୧方のᑓ㛛性を身に付けた担当者を育成するこ

とがồめられる。

㸵　研究のまとめ

　本研究では事研究ἲを用いて当をり㏉り、筆

者がことばの教室担当者として、他の課題をどう見立

て、困り感をどう⌮ゎし、どのような援助をして改善

しようとしてきたかをᩚ⌮した。その⤖ᯝ、他の課題

や困り感のࣟࣉーࢳの重要性について提案するに

⮳ったⅬが成ᯝである。

　本研究では⣬㠃の都合上、２事により検ウしたが、

ᚋ、別の」数の事についてᩚ⌮することで、筆者

の実㊶をり㏉り、援助的な通級指導について㏣究す

ることが課題である。
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千葉県立ദ高等学校 খྛ　໌߁ ࣗͰ͖ Δ̨ ̨̝ の࣮ʹݱけた取組校

千葉県立生高等学校 Տ　҆উ 活動ϓϩάラϜの։ൃ校ڀ୳ܕして取り組ΉɺϓϩδΣΫτܞ等と࿈ۀا

千葉ࢢ立川ށখ学校 ԕ౻　ܟհ ਖ਼のεύΠラϧを͍ し͔た学校ܦӦͮ͘ り校

千葉ࢢ立খதখ学校 ࢠయ　౻ࠤ とʹ 学ͼ しָ͞ をຯΘ͍ͳ Β͕ओମతʹ学ぶࣇಐのҭをࢦして校

千葉ࢢ立ඒଧখ学校 ࢠ　ਖ਼ࡉ ΑりΑ͍ 学ܦڃӦɾतͮ͘ۀ りをࢦして校

千葉ࢢ立ਅ࠭খ学校 ๆ 　  ࣏ ਓ間ྗを高ΊɺΑりΑ͍ ಐのҭ校ࣇ͢ࢦをݱ࣮ݾࣗ

ాࢢ立川間খ学校 石ࢁ�༝ඒࢠ 一ମԽ ΑʹΔ学校ܦӦάランυσβΠンʮνʔϜ川間ʯの５ͭ のઓུ校

߳取ࢢ立ਸ਼ึখ学校 ా　ण ΣϧϏʔΠンάʮみͣ΄～ΉʯのたΊのʮਓࡐҭˍಇ͖ ํվֵʯϋΠϒϦου࣮ફ校

େനཬࢢ立େ౦খ学校 ೭հ�ా౻ Βࣗ՝をͭݟけνϟϨンδしɺ೪り͘ڧ 活動Ͱ͖ ΔମҭՊ学श校

େଟتொ立େଟتখ学校 川　හ ओମతʹ͑ߟɺද͢ݱΔࣇಐをҭ͢ΔたΊのतۀվળのࡏりํ校

ాࢢ立த学校 ౻　म࣏ %9ਪਐ ΑʹΔʮ৽たͳ学ͼののʯ校

߳取ࢢ立߳取த学校 ాാ　ޫٛ ਓとͭ ͳ り͕ɺ͔ ͔Θりɺ学ͼ߹͏ 生ెのҭをࢦして校

౦ۚࢢ立౦ۚத学校 େ　೭ 生ెཧղをਂΊΔたΊの教ҭ૬ஊͰの*$5活༻ʹ͍ͭて校

千葉県立ༀԂ高等学校 ౦　ඒึࢢ ఆணྗߟࢥを高ΊΔतۀの࣮ફとͦ のޮՌ教諭

千葉県立一ٶۀ高等学校 ಊҪ　༝Ղ ̍ਓ̍のޮՌతͳ活༻ʹؔ͢Δ࣮ફɾڀݚ教諭

দࢢށ立দށ高等学校 �ਅ一 高等学校ମҭʹおけΔεϙʔπΥονの活༻ ΑʹΔڑのत࣮ۀફ教諭

千葉県立ཬಛผࢧԉ学校 ٢Ԭ　༏ొ Ͳࣗࢠ ͕݈߁ཧをࣗ Ͱҙࣝ͢Δ͜ と͕ Ͱ͖ ΔたΊの一ํࡦ教諭

千葉県立߳取ಛผࢧԉ学校 ຊٱ�ٶਔ తোಛผࢧԉ学校த学෦ʹおけΔࣾձՊɾཧՊのࢦಋ࣮ફ教諭

千葉県立ધڮՆݟಛผࢧԉ学校 ᴳ 　  ొ ײମෆࣗ༝の͋Δ生ె͕ۙʹࣗવを͡ࢶ ΒΕΔ学校ϏΦτʔϓの࡞と活༻ʹ͍ͭて教諭

千葉ࢢ立࡚ٶখ学校

҆　थ

ओମతʹ学ͼɺ高Ί߹͏ Ͳのҭࢠ

教಄

Նງ　൏教諭

҆౻　　อ教諭

ླ　ᡨ教諭

ଟా　༗ً教諭

ా　༞ࢿ教諭

ધࢢڮ立ᷤ০খ学校 ా　陽ࢠ ಐの学शҙཉを高ΊΔͮ͘ࣇ りとͦ のม༰ʹ͍ͭて教諭

ધࢢڮ立๏య౦খ学校 ా　৴೭ খ学校ࣗดɾॹোಛผࢧԉ学ڃʹおけΔࣗ 立活動の༗༻ੑ教諭

ദࢢ立ദୈޒখ学校 ᖒҪ　ݠ一 ʮࠢ༸࠽ʯたΔ*$5活༻のࡏりํ ʹ͍ͭて教諭

খ学校ࢤ立্ࢢࠤ ཬ　ஐਔ దͳ学ͼ࠷ผݸ ΑʹΔࣗ తʹ学ぶ と͕͜ Ͱ͖ Δڙࢠのҭをࢦして教諭

େനཬࢢ立ਸ਼ึখ学校 େᖒ　ཧܙ ໘ៗ͕վળしたࢠͲのʠʹͳΒͳ͔ たͬʡをௌ͘教諭

զଙࢢࢠ立ބத学校 ా�ਅ一 ಉ学शのޮՌଌఆ教諭ڞԉ学校ʹおけΔަྲྀおΑͼࢧけたத学校とಛผʹݱ生ࣾձの࣮ڞ

ాࢢ立ೋ川த学校 ౻ా　ར࣏ த学の௨ࢦڃಋ教ࣨʹおけΔɺʮରʯを活 し͔たࢧԉのޮՌ教諭

େଟتொ立େଟتத学校 Ճ౻　ଠ ʮ୳্ڀखʯͳ生ెのҭを͢ࢦ学Պतۀ教諭

ʬՂ　࡞ʭ

部門ߍֶ

個人・グループ部門
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